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田中德尚
ガバナー

斉藤
博一
ガバ
ナー補

佐

泉 史
明大
宮中
央会
長

第
3
グ
ル
ー
プ
は
、

『
大
宮
』
の
子
供
と
孫
を
中
心
に
、『
さ
い
た
ま
欅
』
を
加
え
た
6
ク
ラ
ブ
か
ら
な
り
ま
す
。

11
月
７
日
に
は
、家
族
も
加
え
た
グ
ル
ー
プ
全
体
が
結
集
し
て
、地
元
『
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
』

を
応
援
観
戦
し
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
も
、
ロ
ー
タ
リ
ー
も
、「
浦
和
に
負
け
る
な
！
」
な
の
で

す
が…

…

、
子
供
た
ち
は
レ
ッ
ズ
の
フ
ァ
ン
が
多
い
ん
で
す
。

今
年
は
、『
大
宮
南
』
が
35
周
年
、『
大
宮
シ
テ
ィ
』
が
15
周
年
。
こ
ち
ら
も
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

写
真
に
は
登
場
し
ま
せ
ん
が
、
紅
一
点
で
『
大
宮
南
東
』
の
大
橋
令
子
会
長
も
い
ま
す
。
増

強
目
標
は
28
名
！
　
以
上
、「
第
2
グ
ル
ー
プ
の
次
に
品
の
良
い
」
第
3
グ
ル
ー
プ
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
斉
藤
博
一
）

第
　
グ
ル
ー
プ

表紙の題字は牧内操研修リーダー
3

蓜島
一弘
大宮
シテ
ィ会
長

中川
高志
大宮
会長

井上博明さいたま欅会長

佐藤 誠大宮
南会長

大
橋
令
子
大
宮
南
東
会
長

他
に

世
界
の
仲
間
と
、
平
和
祈
願
の
富
士
登
山

●
７
月
29
日
と
30
日
に
、
吉
田
Ｐ
Ｄ
Ｇ
を
団

長
に
、
地
区
の
有
志
米
山
学
生
、
学
友
と
青

少
年
交
換
留
学
生
、
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
や
ロ
ー

タ
ー
ア
ク
タ
ー
等
と
共
に
、
総
勢
35
人
で
富

士
登
山
し
ま
し
た
。
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
が
、

今
年
が
一
番
人
数
が
多
い
そ
う
で
す
。
米
山

学
生
が
た
く
さ
ん
参
加
し
た
か
ら
で
す
。
私

は
去
年
も
行
き
ま
し
た
が
、
今
年
も
皆
さ
ん

と
一
緒
に
登
り
た
く
て
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま

し
た
。
35
人
の
中
に
、
日
本
人
を
は
じ
め
中

国
、
韓
国
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
台
湾
、
ス
イ
ス

の
人
た
ち
が
い
ま
し
た
。

●
当
日
、
到
着
し
た
富
士
山
５
合
目
に
は
た

く
さ
ん
の
人
で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
５
合
目

か
ら
登
山
を
ス
タ
ー
ト
し
、
全
員
で
山
頂
を

目
指
し
ま
し
た
。
登
り
出
し
は
好
調
で
、
雨

も
降
ら
ず
天
候
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
ま
だ
ま

だ
体
力
が
余
裕
で
す
が
、
20
分
く
ら
い
お
き

に
少
し
水
分
補
給
を
す
る
よ
う
に
ガ
イ
ド
さ

ん
に
言
わ
れ
ま
し
た
。
あ
っ
と
い
う
間
に
７

合
目
を
通
過
。
割
と
こ
こ
ま
で
は
楽
で
し
た
。

段
々
涼
し
く
な
っ
て
来
て
、
気
持
ち
よ
く
な

り
ま
し
た
が
、
皆
の
疲
れ
が
顔
に
現
れ
て
き

ま
し
た
。
泊
ま
る
８
合
目
の
山
小
屋
に
着
く

ま
で
あ
と
少
し
で
す
。

●
と
う
と
う
８
合
目
の
山
小
屋
に
到
着
し
、

夜
ご
は
ん
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
食
べ
て
休
み

ま
し
た
。
夜
11
時
に
ま
た
登
山
が
ス
タ
ー
ト

し
、
頂
上
に
向
け
て
少
し
ず
つ
進
み
ま
し
た
。

寒
さ
が
ど
ん
ど
ん
ひ
ど
く
な
り
、
風
が
強
く

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
寒
さ
に
負
け
ず
、

私
た
ち
は
休
憩
と
り
な
が
ら
登
り
続
け
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
皆
が
無
事
で
山
頂
に
到
着
。

頂
上
は
寒
か
っ
た
で
す
が
、
と
て
も
素
晴
ら

し
い
御
来
光
が
見
え
ま
し
た
。
一
生
忘
れ
な

い
私
た
ち
に
思
い
出
だ
と
思
い
ま
す
。
御
来

光
が
見
え
た
あ
と
記
念
撮
影
な
ど
を
し
、
下

山
を
は
じ
め
ま
し
た
。
下
山
は
登
山
よ
り
厳

し
い
と
思
い
ま
す
が
、
皆
が
強
い
心
で
頑
張

り
ま
し
た
。「
５
合
目
は
ま
だ
ま
だ
か
な
」
と

い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
が
無
事
に

５
合
目
に
到
着
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も

感
動
し
ま
し
た
。

●
今
年
は
た
く
さ
ん
の
仲
間
で
富
士
登
山
し

た
上
、
米
山
学
生
が
全
員
で
頂
上
ま
で
登
れ

た
こ
と
が
と
て
も
珍
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
米
山
学
生
の
皆
さ
ん
も
貴
重
な
経
験
が

出
来
た
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
ま
た
登
リ
ま

す
か
？
と
聞
き
ま
し
た
が
、
皆
は
「
も
う
満

足
で
す
」
と
答
え
ま
し
た
。
私
も
去
年
は
そ

う
言
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
皆
と
登
る
こ
と

が
楽
し
み
に
な
り
、
ま
た
登
り
ま
し
た
。
来

年
も
ま
た
皆
と
一
緒
に
登
っ
て
、
御
来
光
が

見
え
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

ご来光を背に万歳をする吉田パスト

米
山
の

富
士
山
だ

よ
ね　

 

や
ま

ふ　

    

じ　

  

や
ま

マ
ウ
ン 

ソ
ー
ピ
ー
ウ
ィ
ン
（
川
口
R
C
）

米山奨学生、ミャンマー出身。来日してから5年目
で、現在、日本工業大学の情報工学科学部 4 年生
です。専攻はソフトウェアデザインでコンピュー
タプログラミングなどを勉強。大学終わった後、
大学院に進学するつもりです。米山奨学生になっ
てから2年目になり、川口ロータリークラブでお世
話になっております。米山のおかげで、いろいろ
な素晴らしい方々と出会えてとても光栄だと思っ
ております。これからも、ロータリー米山のことを
忘れず、母国と日本の架け橋になれるように成長
して行きたいと思っております。

●プロフィール/マウンソーピーウィン



 

Ｒ
Ｉ
２
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７
０
地
区 
ガ
バ
ナ
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田
中   

德
尚

 

新
世
代
部
門
委
員
長

　
　
　

         

鈴
木　

 
眞

                               （
浦
和
Ｒ
Ｃ
）

　
田
中
作
次
Ｒ
Ｉ
会
長
が
掲
げ
ら
れ
た
今
年

度
の
テ
ー
マ
は
「
奉
仕
を
通
じ
て
平
和
を
」
で

あ
り
、
奉
仕
と
は
生
き
方
で
あ
る
と
話
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
平
和
と
は
争
い
が
無
い
事
で
は

な
く
、
人
々
が
穏
や
か
に
生
活
で
き
る
状
態

で
あ
る
と
仰
っ
て
お
り
ま
す
。
今
日
の
平
和

を
す
ぐ
に
実
現
す
る
事
は
困
難
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
い
つ
か
平
和
を
実
現
し
よ
う
と
い

う
思
い
が
人
々
の
中
に
あ
っ
て
こ
そ
平
和
が

実
現
す
る
の
で
す
。

新
世
代
と
は
96
年
度
に
ル
イ
ス
・
ビ
セ
ン
テ
・

ジ
ア
イ
元
Ｒ
Ｉ
会
長
が
初
め
て
使
わ
れ
た
言

葉
で
あ
り
、
第
５
の
奉
仕
部
門
と
し
て
２
０

１
０
年
に
新
設
さ
れ
た
最
も
新
し
い
奉
仕
部

門
で
す
。

そ
の
対
象
は
、

○
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
（
12
〜
18
歳
）、

○
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト(

18
〜
30
歳)

、

○
ラ
イ
ラ(

14
〜
30
歳)

、

○
ロ
ー
タ
リ
ー
青
少
年
交
換(

15
〜
19
歳)

と
、
広
く
及
び
ま
す
。

新
世
代
部
門
は
い
わ
ば
未
来
へ
の
奉
仕
で
す
。

　
こ
の
新
世
代
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
私

た
ち
は
指
導
力
を
身
に
付
け
る
だ
け
で
は
な

く
、
自
分
を
理
解
し
て
欲
し
け
れ
ば
相
手
を

新
世
代
は
未
来
へ
の
奉
仕
で
す
。

尊
重
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
で

し
ょ
う
。

　
今
年
の
新
世
代
は
、
各
委
員
会
と
の
連
携

を
深
め
る
よ
う
に
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
彼
ら
の
中
か
ら
未
来
の
ロ
ー
タ
リ

ア
ン
が
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
を
希
望
し
て
お

り
ま
す
。

　
最
後
の
お
願
い
で
す
が
、
各
ク
ラ
ブ
は
ク

ラ
ブ
単
位
で
学
友
会
を
作
っ
て
い
た
だ
き
、

引
き
続
き
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
っ
て
頂
く
事
を

希
望
し
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　

〔
奉
仕
を
通
じ
て
平
和
を
〕

　
本
年
度
、
新
世
代
部
門
の
活
動
テ
ー
マ
は

「
新
世
代
の
若
者
と
共
に
汗
を
か
き
、
多
く
の

感
動
体
験
を
し
よ
う
！
」
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
田
中
德
尚
ガ
バ
ナ
ー
の
強
い
要
望
で
、
東
日

本
大
震
災
で
甚
大
な
被
害
を
被
っ
た
現
地
の

若
い
人
達
と
奉
仕
活
動
や
交
流
を
行
い
、
少

し
で
も
復
興
支
援
を
し
な
が
ら
若
い
人
達
を

元
気
づ
け
た
い
、
と
の
思
い
で
新
世
代
部
門
一

体
と
な
り
、
第
２
５
２
０
地
区
と
合
同
開
催
に

向
け
て
準
備
を
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
一
環
と

し
て
新
世
代
部
門
震
災
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ

ザ
ー
を
行
う
た
め
、
現
在
、
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
会

議
や
各
グ
ル
ー
プ
会
長
、
幹
事
会
に
お
伺
い

し
、
ご
理
解
と
協
力
要
請
を
し
て
い
る
所
で
あ

り
ま
す
。
ど
う
か
、
皆
様
の
格
別
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
重
ね
て
お
願
い
い
い
た
し
ま
す
。

　
又
、
本
年
度
は
、
当
部
門
は
「
新
世
代
育
成
・

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
委
員
会
」「
ロ
ー
タ
ー
ア
ク

ト
委
員
会
」「
Ｒ
Ｙ
Ｌ
Ａ
委
員
会
」「
青
少
年
交

換
委
員
会
」
の
４
委
員
会
の
構
成
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
方
針
に
つ
き
ま
し

て
は
各
委
員
長
よ
り
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

新
世
代
月
間
に
因
ん
で

新世代の若者と共に汗をかき、
多くの感動体験をしよう！

　
現
在
地
区
内
で
は
約
20
の
イ
ン
タ
ー
ア
ク

ト
ク
ラ
ブ
が
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
去
る
８

月
19
日
に
は
嵐
山
国
立
女
性
会
館
に
て
第
25

回
年
次
大
会
が
開
か
れ
平
和
・
格
差
社
会
な

ど
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
研
修
を
今
年
度
の
奉
仕
活
動
に
活

か
し
て
く
れ
る
も
の
と
感
じ
ま
し
た
。

　
今
年
度
当
委
員
会
は
左
記
の
通
り
、
従
来

よ
り
毎
年
実
施
し
て
い
た
③
、④
の
事
業
、
そ

し
て
募
金
活
動
を
復
興
支
援
（
②
）
へ
と
目

的
を
絞
り
実
施
を
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
ま
た
、
青
少
年
交
換
学
生
、
ロ
ー
タ
ー
ア

ク
タ
ー
、
ラ
イ
ラ
リ
ア
ン
と
合
同
で
バ
ザ
ー

を
実
施
予
定
で
す
。
新
世
代
の
奉
仕
活
動
に

際
し
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協

力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

①
東
日
本
復
興
支
援
バ
ザ
ー
（
新
世
代
部
門
合
同
）

11
月
10
、
11
日
　

　
於
：
さ
い
た
ま
新
都
心
け
や
き
広
場

②
東
日
本
復
興
支
援
募
金

11
月
14
日
（
県
民
の
日
）

午
前
10
時
〜
12
時
30
分
に
Ｊ
Ｒ
川
口
・
浦
和
・

さ
い
た
ま
新
都
心
・
大
宮
駅
頭
　

　
地
区
内
イ
ン
タ
ー
ア
ク
タ
ー
に
よ
る
合
同

奉
仕
。
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
の
皆
様
の
ご
参
加
・
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

③
第
３
７
５
０
地
区
イ
ン
タ
ー
ア
ク
タ
ー
訪

日
団
来
日
・
２
０
１
３
年
１
月
５
日
〜
10
日

　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
受
け
入
れ
等
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

④
当
地
区
イ
ン
タ
ー
ア
ク
タ
ー
訪
韓

（
第
３
７
５
０
地
区
）
研
修

２
０
１
３
年
３
月
23
日
〜
28
日

（
50
名
募
集
予
定
）

　
新
世
代
育
成
・
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
委
員
長　

             　
　
　
海
田   

英
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
浦
和
東
Ｒ
Ｃ
）

若
き
力
を
結
集
し
て

インターアクト
（青少年のための奉仕
クラブ・12～18歳）

■新世代部門の活動テーマ



●
本
年
度
の
派
遣
学
生
は
、
ア
メ
リ
カ
、
ブ
ラ

ジ
ル
２
名
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
、
ド
イ
ツ
、
韓
国
、
ス

ウ
エ
ー
デ
ン
、
ス
イ
ス
、
デ
ン
マ
ー
ク
各
１
名

の
計
10
名
で
す
。

　
７
月
30
日
の
ブ
ラ
ジ
ル
派
遣
生
を
始
め
と

し
て
、
８
月
中
旬
ま
で
に
は
全
員
が
出
発
し
ま

す
。
８
月
10
日
現
在
で
も
、ブ
ラ
ジ
ル
、ス
イ
ス
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ア
メ
リ
カ
フ

ロ
リ
ダ
に
派
遣
さ
れ
た
学
生
か
ら
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
に
元
気
で
楽
し
そ
う
な
様
子
が
ア
ッ
プ

さ
れ
て
い
ま
す
。
彼
ら
に
と
っ
て
こ
の
一
年
が

充
実
し
た
素
晴
ら
し
い
年
に
な
る
こ
と
を
願

わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

●
来
日
学
生
は
右
記
の
国
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
が

１
名
と
な
り
計
９
名
で
す
。
す
で
に
、
ア
メ
リ

カ
、
ド
イ
ツ
、
デ
ン
マ
ー
ク
か
ら
の
学
生
が
来

日
し
て
い
ま
す
。
来
日
学
生
の
空
港
へ
の
到
着

時
間
は
大
体
早
朝
が
多
い
の
で
、
受
入
ク
ラ
ブ

関
係
者
の
皆
さ
ん
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。
す

で
に
汗
を
か
き
多
く
の
感
動
体
験
を
し
て
い

●
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
は
18
歳
か
ら
30
歳
ま
で

の
Ｒ
Ｉ
の
新
世
代
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
で
あ
り

ま
す
。
現
在
、
当
地
区
で
は
８
ク
ラ
ブ
、
60
名

が
各
提
唱
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
指
導
の
も

と
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
の
開
催
や
乳
児
院

や
児
童
養
護
施
設
の
清
掃
活
動
な
ど
の
活
動

を
し
て
お
り
ま
す
。

●
当
委
員
会
は
、
地
区
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
と

と
も
に
、
会
員
増
強
や
拡
大
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
会
員
増
強
の
た
め
の
イ

ベ
ン
ト
も
企
画
し
て
い
ま
す
。

　
来
年
に
向
け
て
は
、
国
際
交
流
も
計
画
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
あ
な
た
の
身
近
に
い
る

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
の
卒
業
生
、Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｘ
、

元
ラ
イ
ラ
リ
ア
ン
、
米
山
記
念
奨
学
生
、
財
団

奨
学
生
や
そ
し
て
何
よ
り
も
皆
様
方
の
子
女

を
是
非
と
も
ご
紹
介
下
さ
い
。
み
な
、
ロ
ー
タ

リ
ー
家
族
で
す
。
入
会
で
き
る
ロ
ー
タ
ー
ア

ク
ト
ク
ラ
ブ
を
紹
介
し
ま
す
。

●
今
年
度
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
の
地
区
代
表
を

紹
介
し
ま
す
。
佐
藤
大
輔
く
ん
で
す
（
下
写
真

前
列
右
か
ら
２
番
目
）。

　
今
年
も
、
８
ク
ラ
ブ
を
私
と
一
緒
に
ま
わ
り

ま
す
。
提
唱
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
方
に
も
ご

出
席
い
た
だ
き
、
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
に
つ
い
て

ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
と
と
も
に
活
動
し
、

汗
を
な
が
し
、

感
動
体
験
を
し
よ
う
！
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ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
委
員
長　

　

 

星
野　
晃
輝

　

   　
　

  （
浦
和
Ｒ
Ｃ
）

浦和ＲＡＣ、浦和実業学園高等学校ＩＡＣと浦和ＲＣの乳児院清掃活動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
14
歳
〜
30
歳
ま
で
の
若
者
を
対
象

・
ロ
ー
タ
リ
ー
が
青
少
年
を
尊
重
し
、
か
つ
青

少
年
に
関
心
を
抱
い
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
。

・
責
任
あ
る
有
能
な
青
少
年
リ
ー
ダ
ー
と
な
る

方
法
を
身
に
付
け
る
よ
う
、
将
来
の
指
導
者
に

対
し
て
効
果
的
な
研
修
を
与
え
る
こ
と
。

・
奉
仕
、
高
い
道
徳
的
基
準
、
平
和
と
い
っ
た

ロ
ー
タ
リ
ー
の
価
値
観
を
学
ぶ
機
会
を
提
供

し
ま
す
。

・
青
少
年
に
よ
る
青
少
年
へ
の
絶
え
ざ
る
、
力

強
い
指
導
を
奨
励
す
る
こ
と
。

・
青
少
年
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
地
域
社
会
に
尽
く
し

て
い
る
多
数
の
青
少
年
を
公
に
表
彰
す
る
こ
と
。

活
動
の
目
標

Ｒ
Ｙ
Ｌ
Ａ

（
ロ
ー
タ
リ
ー
青
少
年
指
導
者

養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

      

Ｒ
Ｙ
Ｌ
Ａ
委
員
長　
　

           

遊
馬   

久
治

             （
大
宮
北
東
Ｒ
Ｃ
）

今
年
度
の
Ｒ
Ｙ
Ｌ
Ａ
研
修

・「
本
当
に
や
り
た
い
こ
と
」
を
発
見
で
き
る
よ

う
な
研
修
内
容
を
検
討
す
る
。

・
ま
た
、
多
く
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
の
参
加
が
得

ら
れ
、Ｒ
Ｙ
Ｌ
Ａ
の
活
性
化
に
結
び
つ
く
よ
う

な
企
画
と
す
る
。

・
新
世
代
各
委
員
会
と
の
連
携
及
び
協
力
体
制

を
と
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
活
性
化
、
効
果

的
な
運
用
を
め
ざ
し
ま
す
。

・ 

Ｒ
Ｙ
Ｌ
Ａ
の
成
果
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
集

め
、Ｒ
Ｙ
Ｌ
Ａ
元
参
加
者
（
学
友
）
と
の
関
係

も
維
持
し
、
今
後
の
Ｒ
Ｙ
Ｌ
Ａ
活
動
の
充
実
を

図
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
↓
活
用
↓
再
度
Ｒ

Ｙ
Ｌ
Ａ
に
参
加
要
請

・ 

２
５
２
０
地
区
（
宮
城
、
岩
手
）
に
趣
旨
と

計
画
を
説
明
し
、
２
７
７
０
地
区
と
合
同
で
の

開
催
を
提
案
し
た
と
こ
ろ
快
諾
を
頂
き
現
在
、

日
程
、
内
容
、
参
加
人
数
、
年
齢
等
の
調
整
に

入
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

た
よ
う
で
す
。

　
９
月
８
日
に
行
わ
れ
る
、
来
日
学
生
に
対
し

て
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
会
う
の
が
楽
し

み
で
す
が
楽
し
い
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
委

員
会
と
し
て
は
こ
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

り
、
１
年
間
の
日
本
で
の
生
活
の
ル
ー
ル
を
説

明
し
、
彼
ら
に
十
分
な
理
解
を
し
て
も
ら
い
ま

す
。
そ
れ
に
よ
り
、
多
く
の
ト
ラ
ブ
ル
は
未
然
に

防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

●
次
年
度
派
遣
学
生
の
募
集
が
始
ま
り
、
８

月
７
日
締
め
切
り
の
応
募
者
は
20
名
で
す
。
次

年
度
の
派
遣
学
生
は
12
名
を
予
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
８
月
25
日
の
第
一
次
試
験
と
９
月
１

日
の
第
二
次
試
験
に
よ
り
、
残
念
な
が
ら
派
遣

で
き
な
い
生
徒
を
選
ぶ
事
に
な
り
ま
す
。

　
合
格
し
た
生
徒
は
10
月
よ
り
８
回
の
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
留
学
に
対
す
る
必

要
な
知
識
や
語
学
を
学
び
ま
す
。
私
は
彼
ら

が
来
年
の
今
頃
に
立
派
な
派
遣
生
と
し
て
旅

立
つ
事
を
夢
み
ま
す
。

語
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
来
年
の
１
月
に
は

ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
年
次
大
会
も
開
催
す
る
予

定
で
す
。
多
く
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
禅
の
言
葉
に
「
雨
洗
風
磨
（
う
せ
ん
ふ
う

ま
）」が
あ
り
ま
す
。
素
材
が
な
ん
で
あ
っ
て
も
、

色
々
な
出
来
事
や
年
月
に
よ
っ
て
磨
か
れ
る

と
い
う
意
で
、
ア
ク
タ
ー
が
様
々
な
体
験
を

通
し
て
磨
か
れ
る
の
を
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
も
期

待
し
て
見
守
っ
て
下
さ
い
。

８
月
４
日
　
ア
ク
ト
地
区
代
表
訪
問

Ｒ
Ｙ
Ｌ
Ａ
研
修
予
定

●
１
回
目
　
事
前
研
修

研
修
内
容
　
ロ
ー
タ
リ
ー
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
講
師
　
パ
ス
ト
ガ
バ
ナ
ー

●
２
回
目
　
事
前
研
修

研
修
内
容
　
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
震
災
関
係

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
活
動
　

●
本
研
修

日
　
　
時
　
平
成
25
年
４
月
以
降
　

　
　
　
　
　
２
泊
３
日

開 

催  

地
　
東
北
地
方

研
修
内
容
　
被
災
地
視
察
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
に
よ
る
青
少
年
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
、
復
興

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

●
修
了
証
授
与
式

日
　
　
時
　
平
成
25
年
５
月

内
　
　
容
　
修
了
証
授
与
式
　

　
　
　
　
　
体
験
感
想
発
表

世
界
の
若
者
と

共
に
汗
を
か
き

多
く
の
感
動
体
験
を

し
よ
う
！　

青
少
年
交
換
委
員
長　

　
　
　
武
渕
雅
英

　
　
　
　
　
　
（
鴻
巣
Ｒ
Ｃ
）

雨
洗
風
磨

う
　
　
　
せ
ん
　
　 

ふ
う
　     

ま

ローターアクト
(青年男女のための

奉仕クラブ・18～30歳)

ライラ
(青少年指導者養成プログラム・14～30歳)

ロータリー青少年交換
(15～19歳)

６
月14

日
、
知
事
公
邸
に

お
い
て
、
埼
玉
県
知
事
表

敬
訪
問
と
埼
玉
親
善
大
使

委
嘱
状
授
与
式
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ガ
バ
ナ
ー
夫
人
の
一
年
は
、
長
か
っ
た
？

　
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。
で
も
そ
の
短

い
時
間
に
両
手
に
あ
ま
る
程
の
、
お
金
で

買
え
な
い
財
産
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
大
き
い
お
役
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

両
手
に
あ
ま
る
程
の
、

お
金
で
買
え
な
い
財
産
を        

座
右
の
銘
は
ご
ざ
い
ま
す
か
？

『
大
変
な
こ
と
は
楽
し
み
な
が
ら
や
っ

て
ゆ
こ
う
』　『
落
ち
込
ん
だ
ら
、心

の
中
の
ネ
ジ
を
巻
き
戻
そ
う
』

❸

津
田
パ
ス
ト
ガ
バ
ナ
ー
令
夫
人 

津
田
仁
美
さ
ま

　
今
号
の
「
シ
リ
ー
ズ
・
一
問
一
答
」
は
新
世
代
月

間
に
ち
な
ん
で
、
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
の
本
の
著
者

の
登
場
で
す
。
津
田
パ
ス
ト
ガ
バ
ナ
ー
の
奥
様
、

仁
美
さ
ん
は
、
来
日
し
た
韓
国
の
学
生
達
と
の

文
通
を
一
冊
の
本
に
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
じ
つ
は
私
も
、
昨
年
、
韓
国
の
高
校
生
の
女
の

子
を
２
人
お
預
か
り
し
ま
し
た
。
た
っ
た
３
日
間

で
し
た
が
、
子
供
た
ち
も
家
内
も
、
別
れ
際
に
は

泣
い
て
泣
い
て
…
。
そ
の
後
、
私
の
家
で
も
メ
ー

ル
で
彼
女
達
と
や
り
取
り
を
し
て
い
ま
す
。
そ

う
い
う
心
と
心
の
交
流
、
人
に
伝
え
る
の
が
難

し
い
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
の
感
動
を
、
本
書
は
珠
玉

の
言
葉
で
綴
っ
て
い
ま
す
。

　
タ
イ
ト
ル
は
『
永
遠
の
出
会
い
に
』。
私
た
ち

が
ぜ
ひ
一
度
は
読
ん
で
お
き
た
い
良
著
で
す
。

　（
地
区
事
務
所
で
千
五
百
円
で
販
売
し
て
い
ま
す
）

文
通
が
こ
れ
ほ
ど
長
く
続
く
と
は
？

　
お
礼
の
電
話
や
、
手
紙
を
い
た
だ
き
、

私
が
日
本
滞
在
の
写
真
を
送
っ
て
、
そ
こ

で
終
わ
っ
て
も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
彼
た
ち
に
は
受
験
生
と
し
て
の

厳
し
い
道
が
待
っ
て
い
た
の
で
す
か
ら
。

で
も
、
ど
の
子
も
よ
く
便
り
を
送
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
驚
く
こ
と
に
す
べ
て
手
書
き

の
も
の
で
し
た
。
長
く
続
い
た
の
は
、
彼

ら
の
手
紙
に
対
し
て
、
私
が
心
を
こ
め
、

時
間
を
か
け
て
返
事
を
書
い
た
こ
と
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
往
復
書
簡
が
八
十
通
近
く

に
な
り
一
冊
の
本
に
な
り
ま
し
た
。

手
紙
だ
か
ら
で
き
た
事
が
あ
り
ま
す
か
？

　
日
本
滞
在
中
に
伝
え
き
れ
な
か
っ
た
彼

ら
の
思
い
を
、
自
国
の
こ
と
ば
で
実
に
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

多
感
な
青
年
た
ち
の
素
直
な
思
い
は
、
や

は
り
手
紙
だ
か
ら
伝
え
ら
れ
た
、
と
思
い

ま
す
。
表
現
力
の
豊
か
さ
に
驚
か
さ
れ
る

こ
と
も
た
び
た
び
あ
り
ま
し
た
。

 

日
本
と
韓
国
の
子
供
達
の
違
い
は
？

　
他
の
国
の
子
ど
も
に
比
べ
て
、
と
て
も

礼
儀
正
し
い
こ
と
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、

充
分
に
教
育
さ
れ
て
、
注
意
も
た
く
さ
ん

受
け
て
来
日
す
る
の
で
し
ょ
う
が
、
帰
国

の
前
夜
の
礼
を
盡
し
た
あ
い
さ
つ
は
今
も

心
に
残
り
ま
す
。
滞
在
の
短
い
日
数
の
中

で
、
私
は
一
生
分
の
「
お
母
さ
ん
あ
り
が

と
う
」
と
い
う
こ
と
ば
を
い
た
だ
い
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
年
上
の
人
を
敬
う
と
い

う
、
い
ま
日
本
で
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
精
神

を
み
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

韓
国
を
訪
問
し
た
日
本
の
学
生
た
ち
は
、

ど
ん
な
印
象
を
残
し
て
帰
国
す
る
の
か
な
、

と
い
つ
も
思
っ
て
い
ま
す
。

 
一
生
分
の ｢

お
母
さ
ん 

あ
り
が
と
う｣

を

異
国
の
子
供
達
を
お
預
か
り
す
る
の
を
躊

躇
し
て
い
る
人
に
、
ア
ド
バ
イ
ス
は
？

　
日
本
に
は
「
案
ず
る
よ
り
も
生
む
が
易

い
」
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
り
ま
す
が
、
あ

れ
こ
れ
思
い
煩
っ
て
い
る
よ
り
、
と
も
か

く
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
平
穏
に
く

り
返
す
日
常
の
中
に
、
五
日
間
だ
け
未
知

な
る
こ
と
へ
の
挑
戦
を
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
私
は
孫
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
と
過

ご
し
た
日
々
が
、
と
て
も
た
の
し
い
思
い

出
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
家
族
の
中
に
成

人
前
の
お
子
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
お
宅

で
は
、
お
子
さ
ん
た
ち
の
た
め
に
も
お
勧

め
い
た
し
ま
す
。

五
日
間
だ
け 

未
知
な
る
こ
と
へ
の
挑
戦
を

一
番
思
い
出
深
い
出
来
事
は
何
で
し
た
？

　
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
彼
ら
が
帰
国

し
て
か
ら
の
方
が
よ
り
多
く
の
思
い
出
を

作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
が
韓
国
を

訪
れ
た
と
き
、
す
べ
て
の
子
が
会
い
に
来

て
く
れ
た
こ
と
、
お
宅
に
招
か
れ
た
こ
と
、

夏
休
み
に
再
び
日
本
に
来
て
い
た
だ
い
た

り
、
就
職
前
に
ス
ー
ツ
姿
で
日
本
に
来
て

し
っ
か
り
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
た
り
し
た
こ

と
で
し
ょ
う
か
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
一
番
必
要
な
も
の
は
？

　
お
客
さ
ま
、
と
い
う
感
覚
で
は
な
く
、
家
族

の
よ
う
に
接
し
て
あ
げ
る
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

滞
在
中
は
朝
早
く
か
ら
出
か
け
て
ゆ
き
ま
す
。

夕
方
戻
っ
た
と
き
、
お
母
さ
ん
の
や
さ
し
い
笑

顔
に
心
が
慰
め
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
家
族
の
よ

う
に
愛
し
て
あ
げ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

死
語
に
な
り
つ
つ
あ
る
「
文
通
」。
エ
ッ
セ

イ
ス
ト
と
し
て
ど
う
思
い
ま
す
か
？

自
ら
が
ペ
ン
を
持
ち
相
手
に
自
分
の
思
い
を

綴
る
の
が
「
手
紙
を
書
く
」
と
い
う
行
為
だ
と

私
は
思
い
ま
す
。
い
ま
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
す

る
人
は
本
当
に
少
な
く
な
り
、
日
本
の
大
切

な
文
化
、
人
の
厚
い
心
が
失
わ
れ
て
い
く
よ

う
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。
機
械
で
打
た

れ
た
文
字
に
心
が
無
い
と
は
い
い
ま
せ
ん
が
、

手
書
き
の
封
書
の
重
さ
に
感
じ
る
愛
を
私
は

失
い
た
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
電
話
は
記
憶

の
中
か
ら
消
え
る
も
の
。
手
紙
は
残
り
ま
す
。

残
さ
れ
た
文
字
の
中
に
そ
の
日
に
立
ち
返
る

こ
と
も
出
来
る
の
で
す
。

手
書
き
の
封
書
の

重
さ
に
愛
が

ガ
バ
ナ
ー
夫
人
と
し
て
苦
労
し
た
事
は
？

　
苦
労
は
あ
り
ま
せ
ん
。
主
人
の
一
生
懸

命
な
姿
を
見
ら
れ
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
た
だ
健
康
で
し
っ
か
り
任
務
が
遂
行

で
き
る
よ
う
に
、
私
の
で
き
る
協
力
は
し

た
つ
も
り
で
す
。

　
こ
の
二
つ
を
心
の
柱
と
し
て
生
き
て
き

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

■
最
後
に
津
田
パ
ス
ト
よ
り
奥
様
に
。

　
夫
婦
に
は
家
族
の
役

割
が
あ
り
ま
す
。若
い

と
き
か
ら
独
立
し
、忙

し
く
走
り
続
け
た
私
に

は
、子
ど
も
や
孫
の
教

育
に
配
慮
す
る
余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
妻
は
家
庭
に
あ
り
、い
つ
も
優
し
く
見
守
り

家
族
か
ら
は
大
き
な
信
頼
を
得
て
今
日
を

迎
え
て
お
り
ま
す
。
お
陰
で
二
人
の
子
ど

も
、
孫
、
曽
孫
と
十
三
名
の
家
族
は
正
月
、

お
盆
な
ど
全
員
揃
い
、
い
い
時
間
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
我
家
で
は
Ｇ
Ｓ
Ｅ
メ
ン
バ
ー
、

青
少
年
交
換
学
生
、
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
の

学
生
な
ど
の
お
世
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
い
つ
も
親
身
に
な
っ
て
向
き

合
っ
て
い
る
ら
し
く
、
何
年
も
経
過
し
た

今
も
、
手
紙
や
電
話
で
絆
を
深
め
て
い
る

よ
う
で
す
。
心
は
こ
と
ば
を
越
え
て
通
じ

る
も
の
だ
と
感
心
し
て
い
ま
す
。

　
家
族
と
、
そ
し
て
海
外
の
若
い
人
た
ち

の
た
め
に
も
、
元
気
で
今
の
生
き
方
を
続

け
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

多
感
な
青
年
の

素
直
な
思
い

家
族
の
よ
う
に

愛
し
て
あ
げ
る
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田
中
德
ガ
バ
ナ
ー
、第
12
グ
ル
ー
プ
溝
上
西
二
ガ

バ
ナ
ー
補
佐
を
お
迎
え
し
、例
会
に
先
立
ち
、ガ
バ

ナ
ー
と
の
懇
談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
、当
ク
ラ
ブ
の
現
状
を
踏
ま
え
、今
後
の

中
長
期
計
画
で
あ
る
40
周
年
に
向
け
て
の
具
体
的

方
策
も
ご
指
導
を
頂
き
ま
し
た
。例
会
で
は
田
中
ガ

バ
ナ
ー
よ
り
Ｒ
Ｉ
テ
ー
マ
・
地
区
運
営
方
針
に
つ
い

て
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
大
変
分
か
り
や
す
く
ご

説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、例
会
の
セ
レ
モ
ニ
ー

と
し
て
新
会
員
の
胸
に
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
バ
ッ
ヂ
を
付

け
て
頂
き
、は
な
む
け
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。新

会
員
に
と
っ
て
一
生
の
思
い
出
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。ク
ラ
ブ
協
議
会
で
は
、各
委
員
長
に
よ
る
委
員

会
毎
の
事
業
計
画
の
発
表
と
説
明
を
行
い
、ガ
バ

ナ
ー
よ
り
具
体
的
な
事
例
を
は
さ
み
、的
確
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
頂
き
ま
し
た
。ま
だ
、年
度
始
め
の
委
員

長
に
と
っ
て
、こ
の

１
年
間
の
素
晴
ら
し

い
励
み
に
な
っ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　
田
中
ガ
バ
ナ
ー
・

溝
上
ガ
バ
ナ
ー
補
佐

に
お
か
れ
ま
し
て

は
、こ
れ
か
ら
１
年

間
お
体
に
ご
自
愛
い

た
だ
き
ま
し
て
ご
活

躍
を
お
祈
り
致
し
ま

す
。あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
7
月
12
日 

田
中
德

尚
ガ
バ
ナ
ー
、真
野
多

加
史
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
を

お
迎
え
し
て
公
式
訪
問

例
会
を
フ
ラ
ー
ル
ガ
ー

デ
ン
春
日
部
に
て
開
催

致
し
ま
し
た
。

　
例
会
前
の
懇
談
会
で

は
会
長
・
幹
事
・
次
年
度

会
長
を
交
え
、会
員
増

強
な
ど
に
つ
い
て
ご
指

導
頂
き
、大
変
感
謝
致

し
ま
す
。

　
例
会
で
は
Ｒ
Ｉ
の
方

針
を
展
開
す
る
に
あ
た

り
有
意
義
な
卓
話
を
拝

聴
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
協
議
会
で
は
、

各
委
員
長
の
年
度
計
画

方
針
発
表
で
い
ろ
い
ろ

な
難
問
や
疑
義
に
対
し

て
も
的
確
な
ご
指
導
と

ご
助
言
を
賜
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、真
野
多
加
史

ガ
バ
ナ
ー
補
佐
の
講
評

を
頂
き
ク
ラ
ブ
会
員
共

に
、こ
の
一
日
が
春
日
部

西
ク
ラ
ブ
発
展
に
大
き

く
繋
が
る
一
日
で
あ
る
と

確
信
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
始

ま
っ
て
3
回

目
の
例
会

と
、
早
い
時

期
に
ガ
バ

ナ
ー
田
中
德

尚
様
、
第
2

グ
ル
ー
プ
ガ

バ
ナ
ー
補
佐

渡
邊
和
良
様

を
お
迎
え
し

て
、
公
式
訪

問
を
実
施
致

し
ま
し
た
。

　
例
会
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
懇
談
会
で
は
、ク
ラ
ブ

の
現
状
、中
長
期
に
渡
っ
て
の
ク
ラ
ブ
運
営
に
つ
い
て
、

様
々
な
ご
指
導
と
助
言
を
頂
き
ま
し
た
。ま
た
例
会
で

は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
い
約
40
分
間
の
卓
話
を
拝

聴
さ
せ
て
頂
き
、ロ
ー
タ
リ
ー
の
現
状
と
活
動
の
重
点

項
目
に
つ
い
て
解
り
や
す
く
御
説
明
頂
き
ま
し
た
。

　
ク
ラ
ブ
協
議
会
で
は
、各
部
門
委
員
の
事
業
方
針
・

活
動
方
針
等
の
発
表
を
熱
心
に
聞
か
れ
、各
部
門
ご

と
に
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
講
評
を
頂
き
ま
し
た
。最
後
に
渡

邊
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
よ
り
総
括
の
講
評
を
頂
き
、少
人

数
な
が
ら
良
い
ク
ラ
ブ
協
議
会
に
な
っ
た
と
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

　
田
中
ガ
バ
ナ
ー
、渡
邊
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
に
は
長
時

間
に
わ
た
り
御
指
導
頂
き
大
変
有
意
義
な
一日
と
な
り

ま
し
た
。誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

　
田
中
德
尚
ガ
バ
ナ
ー
が
当
ク
ラ
ブ
へ
公
式
訪
問

を
さ
れ
ま
し
た
。
溝
上
西
二
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
も
お

越
し
頂
き
、
午
前
中
会
長
、
幹
事
、
会
長
エ
レ
ク
ト
、

幹
事
エ
レ
ク
ト
と
の
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。
多

角
的
な
視
点
で
ま
た
、
具
体
的
な
御
指
導
を
賜
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
午
後
は
例
会
終
了
後
、
ク
ラ
ブ
協
議
会
で
本
年

度
の
活
動
方
針
を
各
委
員
長
よ
り
発
表
し
ま
し

た
。
全
会
員
参
加
型
の
対
話
形
式
で
、
田
中
ガ
バ

ナ
ー
よ
り
今
後
の
ク
ラ
ブ
運
営
に
際
し
て
の
戦
略

的
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
ま
し
た
。

　
特
に
、
会
員
増
強
に
向
け
て
の
長
期
計
画
の
立

て
方
な
ど
を
中
心
に
ご
指
導
賜
り
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
ご
報
告
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
　

　
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
２
７
７
０
地
区
・
第
５

グ
ル
ー
プ
の
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
と
し
て
私
共

の
ク
ラ
ブ
に
田
中
德
尚
ガ
バ
ナ
ー
を
お
迎
え
し

公
式
訪
問
例
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
第
一

部
で
は
田
中
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
情
熱
溢
れ
る
卓

話
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
第
二
部
の
ク
ラ
ブ

協
議
会
に
於
い
て
は
、
当
ク
ラ
ブ
の
事
業
計

画
に
対
し
適
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
戴
く
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
大
変
有
意
義
な
例
会

に
な
り
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し

あ
げ
ま
し
て
ご
報
告
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
公
式
訪
問
の
ス
タ
ー
ト
は
10
時
50
分
。、
遠

藤
会
長
、
小
滝
幹
事
、
成
海
副
会
長
、
國
光
ガ

バ
ナ
ー
補
佐
で
、
正
面
入
り
口
に
て
田
中
ガ
バ

ナ
ー
を
お
迎
え
し
た
。

　
会
長
・
幹
事
懇
談
会
を
経
て
、
12
時
30
分
点

鐘
。
こ
の
日
晴
れ
て
入
会
し
た
野
並
会
員
に
、

田
中
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
名
誉
あ
る
バ
ッ
ジ
を
付

け
て
頂
い
た
。
田
中
ガ
バ
ナ
ー
の
質
問
形
式
の

卓
話
に
若
干
緊
張
感
を
は
ら
み
な
が
ら
も
、
和

気
あ
い
あ
い
有
意
義
な
例
会
と
な
っ
た
。

　
そ
の
後
の
ク
ラ
ブ
協
議
会
で
も
活
発
な
発

言
、
講
評
を
頂

き
、
８
名
会
員

増
強
へ
の
の
ろ

し
が
上
が
り
、

浦
和
南
の
会

員
の
心
に
火

が
つ
い
た
。

　
反
省
会
を

経
て
、
３
時
30

分
に
田
中
ガ

バ
ナ
ー
を
お

見
送
り
し
、
笑

顔
の
終
了
と

な
っ
た

春
日
部
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

7/127/26

7/14

7/17

川
口
モ
ー
ニ
ン
グ
ロ
ー
タ
リ
ク
ラ
ブ

　
田
中
ガ
バ
ナ
ー
、髙
野
第
11
グ
ル
ー
プ
ガ
バ
ナ
ー

補
佐
を
お
迎
え
し
、例
会
に
先
立
ち
早
朝
７
時
、ガ
バ

ナ
ー
、ガ
バ
ナ
ー
補
佐
ご
出
席
の
上
、会
長
、幹
事
、副

幹
事
、会
長
エ
レ
ク
ト
と
の
懇
談
会
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
８
時
例
会
開
始
。新
会
員
２
名
の
入
会
式
が
ガ
バ

ナ
ー
に
よ
り
挙
行
さ
れ
た
事
、新
会
員
と
ク
ラ
ブ
に

と
っ
て
大
変
に
喜
ば
し
い
事
で
あ
り
ま
し
た
。卓
話
に

お
い
て
、田
中
作
次
Ｒ
Ｉ
会
長
を
支
え
る
熱
い
思
い
を

話
さ
れ
、本
年
度
地
区
活
動
方
針「
ロ
ー
タ
リ
ー
で
新

し
い
出
会
い
を
」の
中
で
、地
区
セ
ミ
ナ
ー
、他
ク
ラ
ブ

と
の
合
同
例
会
、メ
ー
ク
ア
ッ
プ
、ロ
ー
タ
リ
ー
カ
ー

ド
の
活
用
、広
報
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
等
の
お
話
の
中
に
お
い

て
、奉
仕
、親
睦
の
精
神
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　
ク
ラ
ブ
協
議
会
に
お
い
て
は
各
委
員
会
に
対
し
て

具
体
的
に
ア
ド
バ
イ
ス
と
的
確
な
る
ご
指
導
を
頂
き

ま
し
た
。活
動
の
中
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
ガ
バ
ナ
ー
か
ら
は
、地
区
役
員
５
名
、李
学
友
会
会

長
、長
期
に
亘
る
ア
イ
メ
イ
ト
へ
の
奉
仕
等
を
評
価
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

11
時
30
分
例
会
終

了
。大
変
に
充
実
し
た

意
義
あ
る
例
会
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
田
中
ガ
バ
ナ
ー
、髙

野
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
に

は
、早
朝
か
ら
ご
訪
問

い
た
だ
き
長
時
間
に

亘
る
心
温
ま
る
ご
指

導
を
賜
り
ま
し
た
こ

と
心
か
ら
厚
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

浦
和
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

7/18

川
口
む
さ
し
野
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

桶
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

7/23

浦
和
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

7/24

浦
和
北
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

7/25

川
口
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

公
式
訪
問

　
田
中
德
尚
ガ
バ
ナ
ー
の
早
々
の
公
式
訪
問

を
賜
る
こ
と
を
会
員
一
同
楽
し
み
に
し
、
お
迎

え
い
た
し
ま
し
た
。

　
例
会
で
は
、
田
中
作
次
R
I
会
長
年
度
と
し

て
の
心
構
え
と
活
動
計
画
を
、
わ
か
り
や
す
く

ご
指
導
い
た
だ
き
、
ま
た
、
協
議
会
で
は
委
員

会
ご
と
に
的
確
な
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
懇
親
会
で
は
、
田
中
ガ
バ
ナ
ー
の

お
人
柄
で
、
会
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

図
ら
れ
、
と
て
も
意
義
あ
る
楽
し
い
時
間
を
過

ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
渡
邊
和
良
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
、
佐
々

木
地
区
副
幹
事
、大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
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久
喜
菖
蒲
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

7/26

大
宮
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

7/31

川
口
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

8/7

さ
い
た
ま
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

8/9

　
過
密
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
、御
来
訪
頂
き
ま
し
た

田
中
ガ
バ
ナ
ー
並
び
に
梨
本
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
に
は
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
三
高
サ
ロ
ン
に
て
、午
前
11
時
か
ら
の
会
長
、幹
事
、

会
長
エ
レ
ク
ト
と
の
面
談
で
は
、質
問
事
項
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
開
設
や
更
新
等
を
中
心
に
ク
ラ
ブ
の
運
営
、

奉
仕
活
動
、増
強
等
に
つ
い
て
、意
見
の
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
例
会
で
は
ガ
バ
ナ
ー
か
ら
、Ｒ
Ｉ
や
地
区
の
方

針
の
説
明
を
受
け
、ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
活
動
内

容
に
つ
い
て
一
段
と
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。例
会
終
了
後
の
ク
ラ
ブ
協
議
会
で
は
、各
部
門
の

委
員
長
の
発
表
に
つ
い
て
、適
切
な
講
評
を
頂
き
な

が
ら
ス
ム
ー
ズ
に

終
了
す
る
事
が
で

き
ま
し
た
。

　
今
回
の
公
式

訪
問
を
受
け
、ガ

バ
ナ
ー
の
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
に
対

す
る
や
る
気
と
熱

意
を
肌
で
感
じ
さ

せ
て
頂
き
、我
々

も
頑
張
ら
な
け
れ

ば
と
気
合
の
入
る

思
い
の
す
る
、有

意
義
な
公
式
訪

問
例
会
で
し
た
。

　
お
体
に
注
意

を
し
な
が
ら
今
後

も
ご
活
躍
下
さ

い
、あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
田
中
德
尚
ガ
バ
ナ
ー
、

請
川
か
お
り
地
区
副
幹

事
を
お
迎
え
し
て
、公
式

訪
問
例
会
を
開
催
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
公
式
訪
問
に
あ
わ
せ

て
、米
山
功
労
者
感
謝

状
・ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
感

謝
状
の
授
与
式
、な
ら
び

に
４
名
の
新
入
会
員
の
入
会
式
を
執
り
行
う
こ
と
が

で
き
、当
ク
ラ
ブ
新
年
度
の
順
調
な
ス
タ
ー
ト
を
お

見
せ
す
る
機
会
と
な
っ
た
こ
と
は
、大
変
よ
か
っ
た
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
懇
談
会
に
お
い
て
は
、Ｒ
Ｉ
テ
ー
マ
、地
区
運
営
方

針
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
ご
説
明
い
た
だ
き
、各
委

員
会
の
本
年
度
の
糧
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、当
ク
ラ
ブ
が
35
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り

大
変
貴
重
な
助
言
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

質
疑
応
答
に
お
い
て
も
、会
員
が
田
中
ガ
バ
ナ
ー
に

積
極
的
に
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
、大
変
活
気
の
あ

る
有
意
義
な
公
式
訪
問
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
田
中
ガ
バ
ナ
ー
並
び
に
髙
野
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
を
お

迎
え
し
、川
口
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
42
回
目
の
公
式

訪
問
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
始
め
に
会
長
・
幹
事
・
会
長
エ
レ
ク
ト
と
の
懇
親
会

が
和
や
か
に
、且
つ
深
い
内
容
の
充
実
し
た
会
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。例
会
卓
話
で
は
熱
が
こ
も
り
10
分

以
上
オ
ー
バ
ー
し
た
ガ
バ
ナ
ー
の
お
話
に
会
員
全
員

が
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
協
議
会
で
も
各
委
員
長
の
話
に
適
切
に
ア
ド
バ
イ

ス
さ
れ
、最
後
の
全
体
評
価
と
し
て「
川
口
東
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
さ
ん
は
す
ご
い
！
何
故
か
と
い
う
と
例

会
の
流
れ
を
粛
々
と
こ
な
し
て
い
る
。全
体
が
一
丸
と

な
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
」と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
こ
の
暑
さ
の
中
、長
時

間
に
わ
た
り
ロ
ー
タ
リ
ー
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
ご
指

導
し
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
機
に
よ
り
素
晴
ら
し
い
ク
ラ
ブ
に
、そ
し
て

川
口
東
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
よ

か
っ
た
と
思
え
る
よ

う
な
ク
ラ
ブ
つ
く
り

に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
田
中
ガ
バ
ナ
ー
並

び
に
髙
野
ガ
バ
ナ
ー

補
佐
に
は
心
よ
り
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
田
中
ガ
バ
ナ
ー
の
公
式
訪
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
例
会
前
の
ク
ラ
ブ
3
役
と
の
約
1
時
間
の
懇
談

で
、さ
い
た
ま
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
50
周
年
は
、

50
周
年
が
ス
タ
ー
ト
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
大
切
で

あ
り
、そ
の
基
礎
は
、会
員
増
強
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る

と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
例
会
で
、ス
ラ
イ
ド
で
の
卓
話
を
い
た
だ
い
た
後
、

約
2
時
間
の
ク
ラ
ブ
協
議
会
に
て
、各
委
員
会
に
貴

重
な
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ガバナーは行く！
Ｔｈｅ公式訪問・７月２７日浦和ロータリークラブ編

 ■10:40
　ガバナー到着

村上副幹事と近藤副幹事が出
迎えに。好印象です

■11:00
　ガバナー面談　

相川会長がお出迎え、國光ガバ
ナー補佐等と。

■11:00／取材班は、　　
　例会場をウオッチング

この看板にも６０年の歴史を感
じます。木彫りです。

入るとすぐ
この言葉が
迎えます。
その気に
なりますネ。

マジネットシートを張替えて、
例会数を毎回変える看板。工夫
があって優れてます。

副幹事の請川さん ,事務局の土
本さん,パソコンセット。

■11:30
アチコチ感心、随所に格
調が漂う浦和

メーキャップカードは天使の
絵。芸術性が違います。

ビジターカードは、係が書いて
持って来てくれます。サービス
しっかりしてます。

エレクトーンの生演奏の高塩
さん、田中ガバナーのお父様に
も可愛がられたとか。歴史の
生き証人です。

昼食は和・洋・中３種から選べ
ゴージャス。メニューにカロ
リー表示があります。

これはチキンカツにポター
ジュとサラダ。ナイフォークも
付いてます。上流です。

珈琲も出ます。煙草も吸えま
す。嫌煙という時代の風に流
されない。重厚です。

ニコニコには２千円がバンバ
ン入ります。王道です。

卓台のＲマーク。歯車が絵
じゃなく立体、ぶ厚い！
天下の浦和。田舎者はいちい
ちサプライズです。

■12:30／例会開始　
ガバナーを立って拍手で迎
えてくれます。おもてなしの
心も完璧です。

４つのテストは英語です。さ
すが国際派です。

ガバナーの隣には新会員の
田野さんと各務さん。公式訪
問に入会をぶつける。さすが
ツボを押さえます。

席には高窪パストがいます。
隣の籠島さんは、２７年前、会
長の時の幹事とか。
ず～と仲良しです。

こちらの席には岩渕パストも
います。２人のパストガバ
ナーがいる。名門です。

相川会長の挨拶。「ロータリー
言葉は、一般社会の言葉から
見るとおかしい」とスピーチ。
ロータリーに染まらない見識
に喝采です。
この後、お客様を壇上に上
げ、何と副幹事の請川さんま
でが挨拶。お客様を立てる立
派な風土です。

ガバナーの卓話です。
最低でも卓話に３０分、
リスボン紹介映像に５分。３５
分は取ってくださいネ。

帰りに卓上花をお客様にプ
レゼント！　これはクルクマ
という花。花言葉は｢忍耐｣。
私にピッタリです。

■13:45
　クラブ協議会

会場も内容も立派でした。

（浦和ロイヤルパインズホテル）

ガバナーは行く！
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（
提
供
・
会
員
増
強
維
持
部
門
） 
■
退
会
会
員
調
査

辞
め
る
会
員
は
ど
の
く
ら
い
在
籍
し
、
何
歳
く
ら
い
で
辞
め
て
し
ま
う
の
か
？
　

今
ま
で
は
年
齢
の
情
報
が
な
く
、解
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
ク
ラ
ブ
事
務
局
に
お
願
い
し
、

過
去
２
年
間
の
退
会
者
の
年
齢
デ
ー
タ
を
発
掘
調
査
し
た
。
回
答
提
出
ク
ラ
ブ
は
75
ク
ラ

ブ
中
70
ク
ラ
ブ
だ
っ
た
の
で
、
デ
ー
タ
は
、
総
数
で
は
な
く
構
成
比
で
算
出
し
た
。

●この 2年間で辞めた会員総数

379人 2.3人
●１クラブあたり１年平均退会者

●退会者男女構成比
　[在籍者の平均は、女性５％・男性９５％]

女性のほうが、やや辞めてしまう割合が多いようだ。

●退会者年齢構成比

30代（3％）

40代
（20％）

50代
（23％）

60代
（30％）

70代
（17％）

80代（6％）
90代（１％）

女性（8％）

0 20 40 60 80 100

男性（92％）

●若くて辞めた方の在籍期間
　（転勤・移転・死亡は、ご本人の意思ではないので除く）

1年前後
（32％）

2～3年
（34％）

4～5年
（17％）

6年以上
（17％）

31代～40代
（データ数65人）

1年前後
（17％）

50代
（データ数59人）

2～3年
（29％）

4～5年
（15％）

6年以上
（39％）

出席不可・転勤・
会社移転
（1％）

●女性で辞めた方の在籍期間
　（転勤・移転・死亡は、ご本人の意思ではないので除く）

（データ数31人）

1年前後
（10％）

2～3年
（35.5％）

4～5年
（19％）

6年以上
（35.5％）

女性の方がものごとを長い目でみてくれる。
若い方(男女含む)の32％は１年前後で退会して
しまったが、女性だけのデータだと１年前後の退
会者は僅か10％。

女性の
在籍期間

40 代～ 60 代の退会者が 73％を占めた。
中でも60代がもっとも多く退会者の30％
に上る。
実年を迎え、ロータリーがこれからという年齢
なのに大変惜しまれる。

死亡15％・健康上 30％・繁忙15％は理由が分か
るが、理由不明がもっとも多く37％も。
この会長経験者がとても気になる。

理由不明
（37％）

健康上
（30％）

死亡
（15％）

繁忙
（15％）

30
代
、
40
代
で
辞
め
た
方
の
66
％
は
入
会
し
て
3
年
以
内
だ
っ
た
。

さ
ら
に
１
年
前
後
で
の
退
会
が
32
％
も
い
た
と
は
。

ま
だ
何
も
知
ら
な
い
、
何
も
開
花
し
て
い
な
い
う
ち
な
の
に…

。

手
の
打
ち
よ
う
は
な
い
の
か
。
工
夫
を
期
待
し
た
い
。

●会長までやって退会した人
　　（男女合計数94人）

（役職未記入の回答票や、未提出クラブもあったの
で実数はもっと多い）

（転勤・移転・死亡は、ご本人の意思ではないので除く）
（未提出クラブもあったので実数はもっと多い）

0 10 20 30 40 50 60 70 80

●すぐに辞めてしまった人（男女合計数89人）

　2年以内 61名

１年以内 28人

入会金と年会費という高いハードルは超えて
まで入ったのに、何故すぐに辞めてしまうか？

退
会
会
員
調
査
結
果
に
つ
い
て

　
　
　
会
員
増
強
維
持
部
門

　
　
　
部
門
委
員
長

　
　
　
染
谷
良
雄

　
　
　
　
　
　
（
吉
川
Ｒ
Ｃ
）

　
田
中
德
尚
ガ
バ
ナ
ー
年
度
ス
タ
ー
ト
早
々

に
各
ク
ラ
ブ
事
務
局
様
に
大
変
ご
多
忙
の
と

こ
ろ
、
過
去
２
年
間
の
退
会
会
員
調
査
に
ご

協
力
頂
き
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
退
会
会
員
調
査
結
果
を
記
載
致
し

ま
し
た
が
、
残
念
な
こ
と
に
若
く
て
辞
め
た

方
の
在
籍
期
間
が
短
い
こ
と
と
、
会
長
ま
で

や
っ
て
辞
め
ら
れ
る
方
が
多
い
結
果
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
他
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
ご

回
答
に
未
記
入
や
質
問
と
異
な
る
回
答
も
見

ら
れ
、
ま
た
百
％
の
回
収
も
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
。
つ
ま
り
こ
の
デ
ー
タ
ー
は
精
度
の
高

い
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
各
ク
ラ
ブ
様

に
於
い
て
集
計
デ
ー
タ
ー
を
活
用
し
て
戴

き
、
会
員
維
持
に
創
意
工
夫
を
務
め
て
下
さ

い
。

　
デ
ー
タ
ー
は
見
る
こ
と
も
大
事
で
す
が
見

る
だ
け
で
は
何
の
足
し
も
意
味
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
誰
か
が
や
る
で
は
な
く
私
が
や
る

と
の
思
い
で
「
先
ず
行
動
」
に
移
す
こ
と
が

何
よ
り
大
切
な
こ
と
で
す
。

　
今
年
は
増
強
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
会
員
増

強
・
維
持
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

ロ
ー
タ
リ
ー
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
れ
ば…

、

も
っ
と
ロ
ー
タ
リ
ー
を
楽
し
め
れ
ば…

、

実
感
と
し
て
ロ
ー
タ
リ
ー
が
役
に
立
て
ば…

、

辞
め
て
し
ま
う
会
員
は
激
変
す
る
は
ず
で
す
。

あ
な
た
が『
ロ
ー
タ
リ
ー
が
大
好
き
に
な
っ
た
』

出
会
い
や
出
来
事
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ロ
ー
タ
リ
ー
に
は
多
く
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
ま

す
。そ
し
て
、好
き
に
な
っ
た
理
由
も
百
花
繚
乱
。

さ
ま
ざ
ま
な
広
が
り
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、

『
ロ
ー
タ
リ
ー
が
好
き
に
な
っ
た
コ
ト
』

『
ロ
ー
タ
リ
ー
で
出
会
っ
た
コ
ト
』　
　

な
ど
を
皆
さ
ん
か
ら
広
く
募
集
し
ま
す
。

こ
の
特
集
の
副
題
は｢

辞
め
な
い
大
研
究｣

。

自
分
さ
え
望
め
ば
、こ
ん
な
に
面
白
い
こ
と
が
あ

る
。人
生
の
師
も
、仕
事
の
縁
も
、生
涯
の
友
も
見

つ
か
る
。〔
奉
仕
の
理
想
〕が
自
分
の
生
き
方
の
芯
に

な
る
。辞
め
た
ら
も
っ
た
い
な
い
ん
で
す
。

そ
う
い
う
お
話
で

満
載
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
締
切
・
10
月
末
日

●
提
出
先
・（
ガ
バ
ナ
ー
事
務
局
）
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●
原
稿
量
・
任
意
（
短
文
を
歓
迎
し
ま
す
）

●
体
裁
・
色
々
な
分
野
で
書
き
た
い
コ
ト
が

あ
る
場
合
は
、
各
テ
ー
マ
別
に
分
け
て
書
い

て
い
た
だ
け
る
と
助
か
り
ま
す
。

●
ロ
ー
タ
リ
ー
で
友
人
が
得
ら
れ
ま
す
。

　
素
晴
ら
し
い
出
会
い
が
、
有
り
ま
す
。

●
ロ
ー
タ
リ
ー
で
奉
仕
が
出
来
、

　
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
る
事
が
出
来
ま
す
。

●
ロ
ー
タ
リ
ー
で
職
業
の
永
続
性
、

　
高
潔
性
が
得
ら
れ
ま
す
。

●
ロ
ー
タ
リ
ー
は
学
び
舎
で
有
り
、

　
人
生
の
道
場
で
す
。

●
ロ
ー
タ
リ
ー
は

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
ま
す
。

●
ロ
ー
タ
リ
ー
は
参
加
す
る
事
に
よ
り
、

　
世
界
中
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
出
来
ま
す
。

●
ロ
ー
タ
リ
ー
は
倫
理
性
を
高
め
、

　
交
友
に
よ
り
教
養
を
高
め
ま
す
。

12
月
号
の
特
集
は
、

『
辞
め
な
い
大
研
究
・
ロ
ー
タ
リ
ー
が
好
き
に
な
っ
た
コ
ト
』
で
す
。

公 

募

10
年
７
月
１
日
〜
12
年
6
月
30
日

‘

‘

2年以内に89人が辞めた。

　
　
　

　
８
月
19
日
、
飯
野
雪
男
パ
ス
ト
ガ
バ

ナ
ー
（
06
〜
07
年
度
）
が
享
年
76
歳
に
て

肺
が
ん
の
た
め
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
７
７
０
地
区
へ
の
多
大
な
ご
功
績

に
感
謝
申
し
上
げ
、
故
人
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
し
、
謹
ん
で
お
知
ら
せ
申
し
上

げ
ま
す
。

　
今
月
の
ガ
バ
ナ
ー
月
信
（
14
頁
）
に
も

原
稿
を
い
た
だ
き
、ロ
ー
タ
リ
ー
の
未
来

を
誰
よ
り
も
気
に
掛
け
て
い
た
飯
野
パ

ス
ト
。
遺
言
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
の
全

文
を
今
一
度
掲
載
申
し
上
げ
ま
す

　「
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
も
社
会
的
生
き
物

で
す
。
社
会
か
ら
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
社

会
の
変
化
に
遅
れ
れ
ば
、社
会
か
ら
忘
れ
去

ら
れ
ま
す
。
現
在
の
会
員
の
減
少
傾
向
は
、

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
社
会
の
変
化
に
取
り

残
さ
れ
、社
会
か
ら
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し

て
い
る
前
兆
と
も
受
け
取
れ
ま
す
。
時
代
の

変
化
を
確
認
し
、将
来
志
向
で
対
応
し
よ

う
で
は
な
い
で
す
か
。」

訃
報
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広
報
部
門

                          

部
門
委
員
長

                              

松
島  

　
勲

　 

「
ク
ラ
ブ
内
の
情
報
伝
達
が
悪
い
こ
と 

　
で
、会
員
へ
の
情
報
不
足
が
起
こ
っ
て
い

　
ま
す
。そ
し
て
こ
れ
も
会
員
減
少
の
一
つ

　
で
す
。い
か
に
情
報
伝
達
を
サ
ポ
ー
ト
出

　
来
る
か
ー
。

　
こ
れ
が
地
区
広
報
の
役
目
で
す
。」

●
ロ
ー
タ
リ
ー
は
世
界
中
に
１
２
０
万
人
の
会

員
を
擁
し
、
地
域
社
会
に
奉
仕
活
動
を
す
る
世

界
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。
従
っ
て
会
員
は
、

様
々
な
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
活
動
の
情
報
を
知

り
得
る
権
利
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
Ｉ
Ｔ
社
会
な
の
に
、
我
が
地
区
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
、
情
報
が
う
ま
く
伝
わ
ら
な
い
組

織
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
ビ
ジ
ネ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
、
全

て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
が
共
有
で
き
れ
ば
、

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
も
飛
躍
的
に
拡
大
し
ま

す
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
充
実
し
た
ら
、
退
会
す

る
メ
ン
バ
ー
も
減
る
と
思
い
ま
す
。

●
会
員
増
強
と
叫
ば
れ
、
会
員
が
増
え
る
の
に

も
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
以
上
の
減
少
が
止
ま
ら
な

い
。
そ
れ
は
「
何
故
か
？
」

①
ク
ラ
ブ
の
会
員
同
士
の
み
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
完
了
し
て
い
る
コ
ト
。

②
地
区
に
は
、２
５
０
０
名
の
会
員
が
い
る
の

に
、誰
が
会
員
な
の
か
解
ら
な
い
。
会
員
相
互

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
て
い
な
い
コ

ト
。

③
Ｒ
Ｉ
や
地
区
か
ら
の
有
益
情
報
が
、
ク
ラ
ブ

会
員
に
伝
わ
ら
な
い
コ
ト
。

④
他
ク
ラ
ブ
の
活
動
情
報
が
全
く
分
か
ら
な

い
コ
ト
。

⑤
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
を
す
る
よ
う
言
わ
れ
る
が
、

ど
こ
の
ク
ラ
ブ
が
い
つ
何
を
す
る
の
か
解
ら
な

い
コ
ト
。

⑥
ク
ラ
ブ
内
で
も
、
ク
ラ
ブ
の
理
事
会
の
決
定

事
項
等
が
会
員
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ズ
さ
れ
て
い
な

い
コ
ト
。

●
つ
ま
り
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
は
、
情
報
が

一
部
会
員
に
し
か
伝
わ
ら
ず
、
全
く
理
解
さ
れ

な
い
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
良
く
耳
に
す
る

の
が
、「
教
え
て
く
れ
れ
ば
良
か
っ
た
の
に
」

「
言
っ
て
も
ら
え
れ
ば
教
え
た
の
に
」
と
い
う
言

葉
。

●
つ
ま
り
、
有
益
な
情
報
が
得
ら
れ
な
い
。
会

員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ―

シ
ョ
ン
が
取
れ
な
い
。

こ
の
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
溜
ま
り
、
会
費

を
支
払
う
時
「
何
故
こ
こ
に
い
る
の
？
」
と
頭

に
浮
か
ん
で
辞
め
て
し
ま
う
の
で
す
。

●「
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
何
を
す
る
と
こ
ろ

な
の
？
」
と
聞
か
れ
、
答
え
る
事
が
で
き
な
い

会
員
。（
奥
様
に
も
同
様
で
す
）。
こ
の
様
な
方

が
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
を
続
け
る
と
は
考
え

ら
れ
ま
せ
ん
。

●
地
区
役
員
は
、
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
た

め
の
努
力
を
す
る
こ
と
で
す
。
12
ー
13
年
度

が
終
わ
っ
た
時「
何
故
ロ
ー
タ
リ
ー
な
の
か
？
」

こ
の
答
え
が
出
せ
る
ロ
ー
タ
リ
ー
ア
ン
に
な
っ

て
い
た
だ
く
。
２
７
７
０
地
区
の
会
員
全
て
の

方
が
、ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
員
で
良
か
っ
た
と

思
え
る
サ
ポ
ー
ト
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
第
2
Ｇ
ガ
バ
ナ
ー
補
佐

　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
邊
　
和
良

　｢

マ
メ
さ
と
、ユ
ニ
ー
ク
さ
で｣

●
左
記
の
言
葉
は
、
数
年
前
の
浦
和
北
ク
ラ

ブ
の
矢
作
出
席
委
員
長
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
す
。
例
会

の
後
、
全
メ
ン
バ
ー
に
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

毎
回
言
葉
が
違
い
、
皆
さ
ん
が
と
て
も
楽
し
み

に
。
こ
れ
が
活
力
あ
る
ク
ラ
ブ
の
源
の
一
つ
で

し
た
。

●
地
区
も
ま
た
こ
う
在
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

筆
マ
メ
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
最
大
の
武

器
で
す
。
そ
し
て
思
わ
ず
笑
顔
が
出
る
よ
う

な
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
に
人
は
魅
か
れ
ま
す
。

●
た
だ
参
加
動
員
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、

皆
さ
ん
が
そ
の
気
に
な
っ
て
く
れ
る
よ
う
な

工
夫
を
し
な
い
と
い
け
な
い
。
自
戒
を
込
め
て

思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
こ
の
手
書
き
の
Ｆ
Ａ
Ｘ

集
を
捨
て
ず
に
取
っ
て
い
ま
す
。
来
る
日
に
、

そ
う
い
う
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
た
め
に―

。

　
　
　
　
　
　
　
　
第
4
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
バ
ナ
ー
補
佐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
和
正

　｢

地
区
チ
ー
ム
全
員
が
、ク
ラ
ブ
会
員
に

　
対
し
て
、何
で
も
親
し
み
や
す
く
相
談

　
を
受
け
、話
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
の

　
努
力
を
し
ま
し
ょ
う
。」

●
ロ
ー
タ
リ
ー
に
入
会
し
て
良
か
っ
た
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
地
区
と
し
て
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
何
か
？
　
地
区

と
ク
ラ
ブ
の
間
が
も
う
少
し
身
近
に
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
、
み
ん
な
が
切
磋
琢
磨
し
て
協

力
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
会
員
の
声

Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
設
置
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
）

●
つ
ね
に
４
つ
の
テ
ス
ト
に
照
ら
し
合
わ
せ
、

伴
っ
た
行
動
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
真
実
か
、

公
平
か
、
好
意
と
友
情
を
深
め
る
か
、
た
め
に

な
る
か…

…

一
人
一
人
が
自
我
を
捨
て
、
自
分

自
身
の
心
磨
き
が
大
切
で
す
。

●
大
切
な
の
は
心
と
心
の
つ
な
が
り
。
相
手
の

方
へ
の
思
い
や
り
で
す
。
こ
れ
を
一
人
一
人
が

実
践
し
て
い
く
事
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
第
5
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
バ
ナ
ー
補
佐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
士 

　
満

　｢

地
区
は
、

　
ロ
ー
タ
リ
ー
の
道
し
る
べ
。

　
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
あ
れ
。」

●
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
の
国
際
奉
仕
委
員
会
で
、「
第
５

グ
ル
ー
プ
は
他
の
グ
ル
ー
プ
に
比
べ
て
国
際

奉
仕
活
動
が
少
な
い
」
と
の
ご
指
摘
を
受
け

ま
し
た
。
各
ク
ラ
ブ
で
個
々
に
は
や
ら
れ
て
お

り
ま
し
た
が
、
他
グ
ル
ー
プ
に
比
べ
て
少
な
い

の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

●
幸
い
に
第
５
グ
ル
ー
プ
の
堀
口
さ
ん(

桶
川

イ
ブ
ニ
ン
グ)

が
、
国
際
奉
仕
の
副
委
員
長
と

の
話
を
聞
き
、
早
速
次
の
会
長
幹
事
会
に
訪

問
頂
き
、
詳
細
な
説
明
を
お
聞
き
し
、「
ぜ
ひ

第
５
グ
ル
ー
プ
全
体
で
国
際
奉
仕
の
事
業
に

参
加
し
よ
う
」
と
い
う
事
に
な
り
ま
し
た
。

●
堀
口
副
委
員
長
に
は
、
３
回
も
会
長
幹
事

会
に
足
を
運
ん
で
頂
き
、
丁
寧
な
説
明
と
ご

指
導
を
頂
き
、
こ
の
度
、Ｒ
Ｉ
Ｄ
３
８
０
０
サ

ン
フ
ァ
ン
ウ
エ
ス
ト
Ｒ
Ｃ
に
て
基
本
的
な
教
育

の
為
の『
教
材
道
具
一
式
』を
提
供
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

●
堀
口
さ
ん
に
は
色
々
な
手
続
き
を
お
願
い

し
、国
際
奉
仕
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
補
助
金
も
申
請

し
て
く
だ
さ
り
、内
定
も
頂
き
ま
し
た
。

●
他
に
も
、上
尾
北
Ｒ
Ｃ
で
は
、書
損
じ
ハ
ガ

キ
を
集
め
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
本
等
を
送
っ
て
い

ま
す
が
、地
区
の
表
に
は
載
っ
て
い
な
か
っ
た

と
の
事
で
し
た
が
、堀
口
さ
ん
の
機
転
で「
今

年
度
よ
り
記
載
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」と
、

説
明
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
の
私
も
、各
会
長
の
皆
さ
ま

も
、ま
だ
ま
だ
地
区
事
業
の
関
係
は
不
慣
れ
な

事
が
多
い
の
で
す
。ま
た
、毎
週
の
地
区
各
委

員
会
へ
の
出
席
、各
自
ク
ラ
ブ
の
取
り
ま
と
め
、

ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
へ
の
準
備
段
取
り
と
頭

も
体
も
余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん
。

●
し
か
し
、地
区
の
事
に
関
し
て
各
委
員
会
の

皆
様
が
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
す
。
今
後
も
、

ぜ
ひ
地
区
各
委
員
会
の
皆
様
の
お
力
を
お
借

り
し
て
乗
り
切
り
、前
に
進
め
た
い
と
思
い
ま

す
。『
地
区
委
員
の
皆
様
、頼
り
に
し
て
い
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
』。

地
区
は
ロ
ー
タ
リ
ー
の
道
し
る
べ
で
あ
り
、地

区
委
員
は
ロ
ー
タ
リ
ー
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
だ
と
思
い
ま
す
。

●
最
後
に
、国
際
奉
仕
委
員
会
の
堀
口
さ
ん
、

本
当
に
素
早
く
、丁
寧
な
対
応
、有
難
う
御
座

居
ま
し
た
。心
か
ら
感
謝
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

誌
上
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
①

「
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
」も
社
会
的
生
き
物
で
す
。

社
会
か
ら
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

社
会
の
変
化
に
遅
れ
れ
ば
、社
会
か
ら
忘
れ
去
ら
れ
ま
す
。

現
在
の
会
員
の
減
少
傾
向
は
、

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
社
会
の
変
化
に
取
り
残
さ
れ
、

社
会
か
ら
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
兆
候
と
も
受
け
取
れ
ま
す
。

時
代
の
変
化
を
確
認
し
、将
来
志
向
で
対
応
し
よ
う
で
は
な
い
で
す
か
。

■
こ
れ
は
故
飯
野
P
D
G
の
新
世
代
セ
ミ
ナ
ー

挨
拶
文
か
ら
の
抜
粋
で
す
。
地
区
も
同
じ
視
点

で
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ど
う
社
会
の
変

化
に
対
応
す
る
か
。
こ
れ
は
地
区
を
形
作
る
人

の
意
識
か
ら
決
ま
り
ま
す
。

■
２
７
７
０
地
区
の
人
々
は
今
を
ど
う
捉
え
、

ど
う
地
区
を
進
化
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
か
。

地
区
の
皆
様
よ
り
投
稿
を
頂
き
、『
誌
上
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
①
』の
形
で
特
集
を
組
み
ま
し
た
。

■
こ
の
特
集
を
受
け
、
次
は
ク
ラ
ブ
の
皆
様
が

地
区
に
ど
う
あ
っ
て
欲
し
い
か
を
語
る
『
誌
上

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
②
』を
12
月
号
で
特
集
し
ま
す
。

建
設
的
な
意
見
を
広
く
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

ri2770@
ri2770.com

『
愛
さ
れ
る
地
区
・

投
稿
』の
件
名
で
。
締
切
9
月
末
。

■
地
区
が
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
こ
と (

順
不
同)

愛
さ
れ
る
地
区
を
め
ざ
し
て
ー
。

愛
さ
れ
る
地
区
を
め
ざ
し
て
ー
。

★2770地区は温度の高い『情熱大陸』です。「きっと我が地区は世界一ではないか」と、田中作次ＲＩ会長も言っておられました。
だからこそ532ある地区の中で、ＲＩ会長を出せたのです。日本では30年ぶりで3人目です。その前は向笠廣次（むかさひろじ）さん、
中津RCです。前の前は、東ヶ崎潔（とがさききよし）さん、東京RCです。（しかし国籍はアメリカです）。

★2770 地区は、とてもきちんとしています。米山の総会で、本部の方が「こんなにきちんとやっている地区を見たことない」と言っておられ
ました。その米山はいつも日本で2位です。（一度だけ作次さんの年度に1位になりましたが、後は、横浜･川崎を擁する2590地区が1位です）。
財団の一人当たりの寄付額も第1位です。事業も寄付も、誇りある地区であると思います。

………………………………………………………………………
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第
9
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
バ
ナ
ー
補
佐

　
　
　
　
　
　
　
　
布
施
　
雅
章

　｢

ロ
ー
タ
リ
ー
は
、

　
や
さ
し
く
、

　
わ
か
り
や
す
く
、

　
仲
間
に
入
り
や
す
く
。｣

●
第
２
７
７
０
地
区
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。

昨
年
度
第
９
グ
ル
ー
プ
は
、
地
区
内
の
皆
様

に
大
変
ご
心
配
を
頂
き
、
今
年
度
は
、
９
ク

ラ
ブ
か
ら
６
ク
ラ
ブ
に
な
り
ス
タ
ー
ト
致
し

ま
し
た
。

●
各
ク
ラ
ブ
が
危
機
感
を
持
っ
て
ク
ラ
ブ
の
再

生
を
目
指
し
、
積
極
的
に
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

そ
の
中
で
全
ク
ラ
ブ
が
会
員
増
強
を
第
一
に
揚

げ
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
終
り
に
は
、
第
９
グ

ル
ー
プ
増
強
41
名
を
達
成
し
、
自
信
を
持
っ
て

今
後
の
ロ
ー
タ
リ
ー
・
ク
ラ
ブ
運
営
を
行
な
っ

て
行
け
る
様
に
頑
張
り
ま
す
。
更
な
る
応
援
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

●
ロ
ー
タ
リ
ー
は
、『
や
さ
し
く
、
わ
か
り
や
す

く
、
仲
間
に
入
り
や
す
く
。』
が
い
ち
ば
ん
大
切

で
す
。

●「
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｓ・
地
区
協
・
各
部
門
セ
ミ
ナ
ー
」
と

ク
ラ
ブ
会
長
に
参
加
要
請
が
集
中
し
ま
す
が
、

重
複
し
た
内
容
が
な
い
か
。
い
つ
も
新
鮮
な
情

報
を
渡
し
て
い
る
か
と
い
う
検
証
も
こ
れ
か

ら
は
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

●
さ
ら
に
会
長
エ
レ
ク
ト
へ
の
参
加
の
機
会

や
、
新
人
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
、
バ
ラ
ン
ス

良
く
皆
さ
ん
に
情
報
伝
達
の
機
会
を
つ
く
る

こ
と
を
考
え
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

●「
や
さ
し
く
な
い
、
わ
か
り
に
く
い
、
仲
間
に

入
り
に
く
い
、」
と
地
区
が
言
わ
れ
な
い
よ
う
、

私
な
り
に
も
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
新
世
代
部
門

　
　
　
　
　
　
　
　
青
少
年
交
換
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
　
亮

　｢

地
区
大
会
を
短
く
変
え
ま
せ
ん
か
。

　
参
加
者
が
増
え
る
と
思
い
ま
す
。｣

●
地
区
大
会
、
例
年
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
す

が
、
始
ま
っ
て
か
ら
挨
拶
が
多
く
、
本
題
に
入

る
ま
で
に
時
間
が
長
い
と
思
い
ま
す
。
ガ
バ

ナ
ー
挨
拶
だ
け
で
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？
（
30
分
で
終
わ
り
ま
し
ょ
う
。）

●
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
が
聞
き
た
い
講
演
ま
で
長

す
ぎ
る
た
め
に
、
ク
ラ
ブ
紹
介
が
終
わ
る
と
疲

れ
き
っ
て
み
ん
な
帰
っ
て
し
ま
い
ま
す
。そ
ろ

そ
ろ
、ガ
バ
ナ
ー
、担
当
諮
問
の
皆
さ
ん
、大
会

の
流
れ
を
思
い
切
っ
て
変
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
今
ま
で
の
こ
と
を
変
え
る
の
は
大
変
で

し
ょ
う
が
、
参
加
者
は
必
ず
大
幅
に
増
え
る

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
第
10
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
バ
ナ
ー
補
佐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
田
　
　
博

　｢

何
で
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
、

　
こ
ん
な
に
負
担
が
多
い
の
？｣

　
の
声
に
、納
得
し
て
も
ら
え
る
工
夫
を
。

●
毎
年
度
、
新
し
い
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
さ
せ

て
も
ら
い
、
地
区
役
員
の
皆
さ
ま
の
や
る
気
と

熱
意
に
は
頭
の
下
が
る
思
い
で
お
り
ま
す
。

●
こ
れ
も
年
度
ご
と
に
新
し
い
役
員
に
代
わ

り
、
新
し
い
や
り
方
を
模
索
す
る
と
言
う
、

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
し
て
の
シ
ス
テ
ム
上
の

仕
組
み
が
、
そ
う
さ
せ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
熱
意
が
一
般
会
員
に
、

残
念
な
が
ら
伝
わ
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
だ

と
思
わ
れ
ま
す
。

●
立
派
な
セ
ミ
ナ
ー
用
の
テ
キ
ス
ト
、
働
く
時

間
を
削
っ
て
の
出
席
と
、そ
の
た
め
の
登
録
料
、

こ
れ
ら
を
無
駄
と
思
う
会
員
が
私
の
周
り
に

も
少
な
か
ら
ず
居
り
ま
す
。
ク
ラ
ブ
負
担
の

出
費
の
他
に
も
、
様
々
な
形
で
の
出
費
が
あ

り
、
何
で
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
こ
ん
な
に
出

費
が
多
い
の
で
す
か
と
、
新
会
員
の
人
に
聞
か

れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
こ
こ
に
ま
だ
工
夫
の
余
地
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
第
12
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
バ
ナ
ー
補
佐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
溝
上
　
西
二

　｢

地
区
の
活
動
に
参
画
し
て
、私
の
考
え

　
方
は
180
度
変
わ
り
ま
し
た
」

●
ロ
ー
タ
リ
ー
歴
20
年
の
節
目
に
、
田
中
ガ
バ

ナ
ー
の
任
命
に
よ
り
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
と
し
て
就

任
致
し
ま
し
た
。
12
グ
ル
ー
プ
は
原
則
的
に
輪

番
制
を
取
っ
て
お
り
、
今
年
度
は
我
が
戸
田
西

Ｒ
Ｃ
の
番
と
な
り
ま
し
た
。
実
情
を
申
し
上
げ

る
と
、
通
算
13
年
間
も
我
が
ク
ラ
ブ
か
ら
は
ガ

バ
ナ
ー
補
佐
を
出
し
て
お
ら
ず
、
こ
れ
以
上
お

断
り
で
き
な
い
状
況
で
、
最
終
的
に
私
に
指
名

と
な
り
ま
し
た
。

●
地
区
経
験
は
３
回
あ
り
ま
す
が
、
全
て
委
員

で
し
た
の
で
活
躍
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

の
度
、
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
エ
レ
ク
ト
と
し
て
の
教

育
期
間
８
ヶ
月
。
前
年
度
か
ら
の
ガ
バ
ナ
ー
補

佐
会
議
、
部
門
委
員
長
合
同
会
議
等
に
参
加
し

て
、
私
の
考
え
方
は
180
度
変
わ
り
ま
し
た
。

●
地
区
役
員
と
し
て
の
パ
ス
ト
会
長
・
部
門

各
委
員
長
・
委
員
長
の
真
剣
に
取
り
組
む
姿

を
見
て
、
私
の
今
ま
で
の
20
年
間
の
ロ
ー
タ

リ
ア
ン
と
し
て
の
行
き
様
を
反
省
す
る
思
い

で
あ
り
ま
す
。

●「
地
区
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
！
」

私
は
今
の
ま
ま
で
大
丈
夫
だ
と
思
い
ま
す
。
今

の
ま
ま
の
継
続
で
あ
っ
て
欲
し
い
で
す
。

「
継
続
は
力
な
り
」。

　
　
　
　
　
　
　
　
米
山
部
門

　
　
　
　
　
　
　
　
部
門
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
里
　
公
造

　｢

し
っ
か
り
し
た
セ
ミ
ナ
ー
と
、

　
し
っ
か
り
し
た
資
料
づ
く
り
」

●
米
山
記
念
奨
学
部
門
の
重
要
な
事
業
で
あ

る
部
門
セ
ミ
ナ
ー
が
終
了
し
ま
し
た
。
今
年

も
２
４
０
名
ほ
ど
の
皆
様
に
登
録
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
全
員
参
加
型
の
セ
ミ
ナ
ー
と
い

う
こ
と
で
、
グ
ル
ー
プ
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
参

加
者
全
員
に
様
々
な
意
見
を
述
べ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

●
セ
ミ
ナ
ー
の
準
備
の
中
で
、
大
き
な
ウ
エ
イ

ト
を
占
め
た
の
が
資
料
作
り
で
し
た
。
出
席
者

の
皆
様
が
興
味
を
持
つ
内
容
に
す
る
。
今
ま
で

の
形
に
と
ら
わ
れ
な
い
独
創
的
な
も
の
に
す

る
。
見
て
楽
し
め
る
内
容
に
す
る
。
そ
し
て
最

新
の
情
報
を
掲
載
す
る
、
と
い
う
こ
と
を
念
頭

に
資
料
を
作
成
し
ま
し
た
。

●
終
了
後
、「
ク
ラ
ブ
会
員
に
も
配
付
し
た
い
」

と
言
わ
れ
た
ク
ラ
ブ
さ
ん
も
ご
ざ
い
ま
し
た

が
、
残
念
な
が
ら
余
剰
の
資
料
が
無
く
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
し
た
。一
部
刺
激
的
な
資
料
も

ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
多
く
の
皆
様
が
熱
心
に
資

料
を
見
て
い
る
姿
に
ほ
っ
と
い
た
し
ま
し
た
。

と
同
時
に
出
席
者
の
皆
様
の
立
場
に
立
っ
た
資

料
作
り
が
需
要
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
実
感
い

た
し
ま
し
た
。

●
一
つ
問
題
が
あ
り
ま
す
。
部
門
セ
ミ
ナ
ー
の

内
容
（
情
報
）
が
、
参
加
者
だ
け
の
胸
の
中
で
留

ま
っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ク
ラ
ブ
に
よ
っ
て

も
温
度
差
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
会
長
挨
拶

や
、
委
員
会
報
告
等
で
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
が
会

員
に
伝
わ
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

●
米
山
部
門
に
関
わ
ら
ず
、
部
門
セ
ミ
ナ
ー
は

そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
が
工
夫
を
凝
ら
し
、
出
席
者

に
分
か
り
や
す
く
説
明
を
し
て
い
ま
す
。
本
来

な
ら
全
会
員
の
皆
様
に
聞
い
て
欲
し
い
情
報

を
、
ク
ラ
ブ
を
代
表
し
て
出
席
さ
れ
て
い
る
会

長
や
担
当
の
委
員
長
さ
ん
に
説
明
し
、
情
報
の

提
供
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
全
て
の

ク
ラ
ブ
が
、
ク
ラ
ブ
例
会
等
に
於
い
て
セ
ミ

ナ
ー
の
報
告
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
各
部
門
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
が
、
ク
ラ
ブ
会

員
の
皆
様
に
伝
わ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

大黒天とは、
●日本には大国主神という神がいて、この「大国」と「大黒」
は読みが同じことから二神は一体化しました。
(地区も75ヶ国をまとめる大国です)。
●大黒天は台所に入る邪悪を追い払います。台所仕事が上手
くいけば家は安泰です。（地区の台所仕事と言える米山・財団・
新世代や全部門が上手くいけば、クラブが安泰です）。
●被っている頭巾は「それ以上は上を見ない」という謙虚の
教え。（地区も謙虚でありたい）。●乗っている二俵の俵は「二
俵で我慢せよ」という“知足（足るを知る）”の教え。（地区も、
欲張らず清廉な心で）。●さらに打ち出の小槌は「様々なもの
を生み出す力」を意味します。（地区も、クラブの「打ち出の小
槌」でありたいものですネ）。

★2770 地区のパストガバナーは、日本最大の 23 人です。そして皆さん前向きです。世界に１７人しかいない理事も、来年度は
北清治パストガバナーが就任します。地区大会の登録率も日本一です。ロータリーが力を入れている RLI（ロータリーリーダー
シップ研究会）の日本本部も我が地区にあります。まだ参加されていない方はぜひ参加してください。年に３回開催されます。

★2770 地区は世界的に注目を集めていますが、おごりたかぶることなくさらに研鑽を重ねたいものです。まだまだクラブのために出来ることが
あります。まだまだ改善の余地はあります。ロータリアンに理解していただくための説明は足りているでしょうか。地区を形づくる人々はもっと知
恵を出し、もっと謙虚に、前に向かって、後ろにも気をつかって、進むべきだと思います。

大黒天
の心を

胸に！

クラブ
のため

の地区
なり。
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地
区
幹
事 

    

小
林
玖
仁
男

「
愛
さ
れ
る
地
区
の
た
め
の 

簡
素
に
し
て
大
胆
テ
ク
ニ
ッ
ク  

　　
」

地
区
幹
事
・
小
林
玖
仁
男
の
簡
素
設
営
ア
イ
デ
ア

★
大
き
な
催
し
編

①
会
場
は
短
く
借
り
る

●
大
き
な
会
場
は
と
て
も
値
段
が
高
い
。

※

普
通
の
貸
し
出
し
時
間
枠
は
、

午
前
９
時
〜
12
時
／
午
後
１
時
〜
5
時
／
午

後
6
時
〜
10
時
が
一
般
的
で
す
。

●
そ
こ
を
「
前
夜
、
仕
込
み
で
借
り
、
本
番
が

終
わ
り
、
撤
去
の
た
め
そ
の
日
の
夜
も
借
り
る
」

な
ん
て
こ
と
は
し
な
い
。
仕
込
み
は
当
日
の
朝

早
く
か
ら
や
り
４
時
に
は
会
を
終
了
。
５
時
ま

で
に
撤
収
を
済
ま
せ
ば
夜
の
コ
マ
を
借
り
ず
に

済
む
の
で
す
。
地
区
協
ク
ラ
ス
だ
と
、
こ
れ
で

百
万
円
以
上
が
浮
き
ま
す
。

●
昼
の
会
も
「
12
時
開
会
で
、
ま
ず
は
お
弁
当
」

と
は
し
な
い
。（
午
前･

午
後
の
２
コ
マ
借
り
な

い
と
な
ら
な
い
か
ら
）12
時
半
に
レ
ス
ト
ラ
ン

で
昼
食
を
出
し
、
会
場
設
営
は
１
時
か
ら
大
至

急
や
り
切
り
、
１
時
20
分
に
開
会
し
ま
す
。

そ
う
す
れ
ば
午
後
の
コ
マ
だ
け
で
済
む
。

②
花
は
造
花
で
充
分

●
地
区
事
務
所
に
戴
き
物
の「
造
花
の
胡
蝶
蘭
」

が
あ
り
ま
す
。
大
き
な
催
し
で
は
こ
れ
を
壇
上

に
飾
っ
て
い
ま
す
。
客
席
か
ら
見
る
と
全
く
判

り
ま
せ
ん
。

③
看
板
は
拡
大
コ
ピ
ー
で
充
分

●
一
文
字
ず
つ
を
Ａ
３
に
拡
大
コ
ピ
ー
。
そ
れ
を

つ
な
げ
看
板
を
完
成
し
ま
す
。セ
ロ
テ
ー
プ
で
は

な
く
ス
コ
ッ
チ
テ
ー
プ
だ
と
貼
っ
た
部
分
が
光
ら

ず
判
り
ま
せ
ん
。こ
れ
で
３
万
は
浮
き
ま
す
。

④
看
板
は
使
い
ま
わ
す

●
本
会
議
場
に
吊
り
看
板
を
一
つ
、
懇
親
会
場

に
も
吊
り
看
板
を
一
つ
、
な
ん
て
こ
と
は
し
な

い
。
持
ち
運
び
で
き
る
立
て
看
板
を
一
つ
作
り

流
用
し
ま
す
。

⑤
お
弁
当
は
か
な
り
少
な
め
に

●
お
弁
当
が
余
る
の
は
主
催
者
の
予
想
マ
ケ
で

す
。
今
年
の
地
区
協
議
会
で
は
何
と
２
個
足
り

な
い
と
い
う
快
挙
を
達
成
し
ま
し
た
！
　

足
り
な
い
く
ら
い
に
発
注
し
、
最
初
か
ら
ス

タ
ッ
フ
は
コ
ン
ビ
ニ
で
買
う
覚
悟
で
い
ま
す
。

こ
の
位
ケ
チ
ケ
チ
に
や
っ
て
お
り
ま
す
。

⑥
水
は
安
く
買
う

●
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
業
者
に
頼
む
と
１
５
０

円
。
安
い
店
で
買
え
ば
35
円
で
す
。
体
を
使
う

の
は
タ
ダ
。
タ
ダ
の
人
を
使
い
ま
す
。
そ
し
て

ね
ぎ
ら
う
の
も
タ
ダ
。

⑦
時
間
は
短
め
が
う
れ
し
い

●
５
時
終
了
が
５
時
過
ぎ
る
と
み
ん
な
イ
ラ
イ

ラ
し
ま
す
。
５
時
終
了
が
早
め
に
終
る
と
ホ
ッ

と
し
ま
す
。
ロ
ー
タ
リ
ー
は
い
つ
も
長
い
！
　

10
分
で
も
短
く
終
わ
れ
ば
大
絶
賛
な
の
で
す
☆

⑧
懇
親
会
は
着
席
で

●
立
食
の
方
が
安
い
で
す
が
、
こ
こ
は
奮
発
し

着
席
で
用
意
し
ま
す
（
若
く
な
い
で
す
か
ら

ネ
）。
立
食
は
50
分
く
ら
い
で
終
了
、
着
席
で
も

90
分
の
つ
も
り
で
私
は
組
ん
で
い
ま
す
。

⑨
料
理
内
容
に
は
注
文
を

●
コ
ッ
ク
が
出
し
た
い
も
の
と
、
我
々
が
食
べ

た
い
物
は
違
う
よ
う
で
す
。
料
理
に
は
注
文
を

付
け
ま
し
ょ
う
。
け
っ
た
い
な
『
南
欧
風
カ
ル

パ
ッ
チ
ョ
の
ゴ
ン
ゴ
ラ
ソ
ー
ス
の
シ
ェ
ッ
フ
仕
立

て
』
よ
り
、
焼
そ
ば
と
寿
司
が
食
べ
た
い
！

⑩
酒
は
持
ち
込
み
を
す
る

●
酒
は
持
込
み
ま
す
（
持
込
料
１
本
千
円
位
か

ら
）。
銘
酒
な
ら
ば
み
ん
な
が
喜
び
、
持
込
み
な

ら
安
く
済
み
ま
す
。
飲
み
放
題
プ
ラ
ン
な
ら
、

店
も
持
込
み
大
歓
迎
。
持
込
み
料
も
取
ら
れ
ま

せ
ん
。

⑪
話
は
で
き
る
だ
け
短
く

●『
話
を
簡
潔
に
』
も
大
事
。
自
分
が
話
し
た
い

と
思
う
ほ
ど
人
は
聞
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
せ

ん
。『
短
く
上
手
く
、
当
た
り
前
の
コ
ト
は
省
く
』

が
原
則
で
す
。短
い
方
が
印
象
に
も
残
り
ま
す
。

⑫
お
土
産
が
余
っ
た
ら
売
る

●
登
録
人
数
の
見
込
み
違
い
や
ド
タ
キ
ャ
ン
で

お
土
産
が
余
っ
た
ら
、ス
タ
ッ
フ
に
売
り
ま
し
ょ

う
。
そ
し
て
美
味
し
い
お
菓
子
を
近
所
に
配
り

ま
し
ょ
う
。

⑬
会
場
は
安
い
所
を
捜
す

●
埼
玉
会
館
と
浦
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
（
パ
ル
コ
の
ビ
ル
）で
は
会
場
料
が
全
く

違
い
ま
す
。
し
か
し
安
く
て
駅
近
の
施
設
は
、

早
く
取
ら
な
い
と
取
れ
ま
せ
ん
。
全
て
は
前
段

取
り
で
す
。

⑭
資
料
の
カ
ラ
ー
コ
ピ
ー
は

●
カ
ラ
ー
コ
ピ
ー
は
高
い
。
コ
ピ
ー
は
、Ａ
４
を

２
枚
を
並
べ
て
Ａ
３
で
コ
ピ
ー
。
そ
れ
を
半
分

に
切
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
コ
ピ
ー
代
は
何
と

半
額
で
す
。
枚
数
が
多
い
時
は
白
黒
で
も
。

⑮
飲
み
物
は
２
ℓ
ボ
ト
ル
で

●
５
０
０
m
ℓ
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
１
５
０
円

で
す
が
、
２
ℓ
ボ
ト
ル
な
ら
コ
ン
ビ
ニ
で
２
５

０
円
、
ス
ー
パ
ー
な
ら
１
８
０
円
で
す
。
紙
コ
ッ

プ
を
買
っ
て
も
こ
ち
ら
の
方
が
安
い
！
　

残
れ
ば
１
本
に
詰
め
直
し
て
持
ち
帰
っ
て
お
土

産
で
す
。

⑯
お
弁
当
、
食
べ
な
い
人
も
考
慮
す
る

●
夜
の
会
議
で
は
お
弁
当
を
食
べ
な
い
人
も
い

ま
す
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
足
り
な
い
と
困
る…

。

そ
こ
で
出
席
者
が
10
人
な
ら
、お
弁
当
を
６
個
、

崎
陽
軒
の
シ
ウ
マ
イ
を
４
個
買
っ
て
選
ん
で
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
場
で
食
べ
る
の
か
、
家
に

お
土
産
に
す
る
の
か
の
チ
ョ
イ
ス
で
す
。
買
う

の
は
伊
勢
丹
で
す
。
こ
こ
の
お
弁
当
類
は
安
く

て
美
味
い
。
し
か
も
崎
陽
軒
な
ど
お
土
産
用
の

オ
カ
ズ
も
色
々
あ
っ
て
大
好
評
で
す
。

⑰
レ
シ
ー
ト
は
バ
ン
バ
ン
無
く
す

●
請
求
で
き
る
は
ず
の
細
か
な
レ
シ
ー
ト
は
バ

ン
バ
ン
無
く
し
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
団
体

で
す
か
ら
身
銭
は
切
っ
た
方
が
潔
い
。
そ
し
て

身
銭
を
切
っ
た
方
が
清
々
し
く
、
精
神
が
高
ま

る
気
が
し
ま
す
。
こ
れ
は
私
の
私
論
で
す
が
、

共
感
す
る
方
も
多
い
の
で
は
？

⑱
懇
親
会
予
約
は
少
な
め
に

●
こ
れ
は【
基
本
的
幹
事
心
得
】で
す
。
懇
親

会
の
予
約
は
２
人
は
少
な
め
に
し
ま
す
。
当
日

の
ド
タ
キ
ャ
ン
は
必
ず
出
ま
す
か
ら
ね
。
飲
食

店
は
、
当
日
に
減
っ
て
も
受
け
て
は
く
れ
ま
せ

ん
が
、
当
日
増
え
る
分
に
は
大
歓
迎
し
ま
す
。

⑲
懇
親
会
は
飲
み
放
題
に
し
な
い

●
懇
親
会
の
メ
ン
ツ
を
見
ま
す
。
ウ
ワ
バ
ミ
の

よ
う
な
人
ば
か
り
な
ら
飲
み
放
題
で
す
が
、
飲

ま
な
い
人
と
車
の
人
が
多
け
れ
ば
、
飲
み
物

別
で
予
約
し
ま
す
。（
飲
み
放
題
は
案
外
高
い
）。

そ
し
て
料
理
も
お
任
せ
コ
ー
ス
に
せ
ず
、
最
初

の
３
品
程
度
だ
け
注
文
し
て
お
き
、
後
は
好
き

に
頼
ん
だ
方
が
、
美
味
し
い
も
の
に
あ
り
つ
け

ま
す
し
、
余
り
ま
せ
ん
。

⑳
お
金
が
残
っ
た
ら
貯
め
る

●
こ
う
や
っ
て
お
金
を
貯
め
ま
す
。
登
録
料
を

五
千
円
も
ら
い
、
支
払
い
が
３
千
８
百
円
な
ら

千
２
百
円
浮
き
ま
す
。10
人
な
ら
１
万
２
千
円
。

10
回
な
ら
12
万
円
で
す
。
お
っ
と
！
こ
れ
は
打

ち
上
げ
に
使
わ
ず
、
次
年
度
に
繰
り
越
し
・・・
。

（
涙
）

★
節
約
と
は
、
大
き
な
利
益
で
す
。

●
こ
れ
は
歴
代
の
地
区
幹
事
の
教
え
を
、
さ
ら

に
各
代
で
磨
い
た
２
７
７
０
地
区
幹
事
、
伝
統

の
ケ
チ
ケ
チ
節
約
術
で
す
。

●
一
昔
前
に
較
べ
る
と
分
担
金
収
入
も
激
減
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
皆
さ
ん
か
ら
の
大
切
な
お

金
で
も
あ
り
ま
す
。

●
こ
う
や
っ
て
地
区
運
営
を
し
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。『
愛
さ
れ
る
地
区
と
は
、
ム
ダ
遣
い
を

し
な
い
地
区
で
す
』。

●
皆
さ
ん
の
ク
ラ
ブ
や
、
地
区
の
委
員
会
で
も
、

参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
★
委
員
会
・
会
議
編
　

弁財天とは、
●弁財天は、人に弁財＆福知与え、延寿や財宝を与えるよ
うに図ります。鎌倉の宇賀福神社の銭洗い弁天は、境内の
清水で硬貨を洗うと、倍になって戻ってきます。（そのため
には、自らは簡素でなければなりません。節約は大いなる収
入です）。
●また弁財天は、天災地変を除滅し、かつ戦勝をもたらすと
いう、ほぼ完璧な御利益をもたらす女神です。
（地区も、女性の福の神がもっと必要ですよネ）。

※この例えは、江戸時代から一般民衆の心の支えであった寓話的な
七福神からの編集的な比喩であり、宗教的なものとは一切関係あり
ません。

★2770地区の予算は最盛期より4,500万円減りました。しかし事業は年々充実していきます。会員減少の中で、上手に予算を執行すること
です。地区幹事は、代々の地区幹事の背中を見ながら育ちました。そしてさらなる倹約のために知恵を絞ります。しかしただ節約だけでは
ダメ。簡素だけではビンボー臭い。カッコ付けながらあまり金は使ってない。これが理想のカタチです。

★2770 地区は、何でもがモノ凄い。この温度だけは冷まさず、そしてクラブの誤解は解き、理解をもっと得ながら、明日に繋げ
なければなりません。今年は作次さんがＲＩ会長になった年度です。この空前絶後の機会に我々は進化しなければなりません。
ロータリーブランドを高めなければなりません。地区はさらにクラブの共感も得て、みんなで会員増強をしなければなりません。

2020

弁財天の心を腕に！

節約は大いなる収入なり。
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★INFORMATION

ロータリー文庫通信（299号）

クラブ名称が変わりました。
「鳩ヶ谷シティロータリークラブ」は、川口市と鳩ヶ谷市の合併に伴い「川口シティ鳩ヶ谷ロータリークラブ」へ名称変更致しました。いままで通りシティさんと気軽に呼んでください。愛されるクラブを目指してこれからも邁進してまいります。

続　打ち水大
作戦！！

越谷北ロータ
リークラブ

★INFORMATION

マイナス61名で始まった今年度だが、8月18日までに
下記 54 名の新会員を迎えた。ガンバである。平均年齢
は51.4 歳。新風である。5名入れた大宮南さん、4 名入
れた浦和さん、浦和東さん、八潮さん、3 名入れた大宮さ
ん、大宮西さん、ガッツである。7 月末日現在の会員数は
2840名、あと20名で大台に戻せる。ファイト!!

■第１G 12名
　 （浦和4・浦和東4・浦和南1・浦和中1・浦和ダイヤモンド2）
■第２G 2名 （浦和西1・浦和北東1）
■第３G 9名 （大宮3・大宮南5・大宮シティ1）
■第４G 6名 （大宮西3・大宮東1・大宮北東2）
■第５G 2名 （桶川1・鴻巣水曜1）
■第６G 2名 （春日部南1・杉戸中央1）
■第７G 0名 
■第８G 5名 （越谷1・越谷南1・越谷北1・越谷東2）
■第９G 6名 （草加松原2・八潮4）
■第10G 1名 （吉川1）
■第11G 4名 （川口1・川口東1・川口モーニング2）
■第12G 5名 （戸田1・戸田西2・川口北1・川口北東1）

入会速報 （８月18日現在）セミナー続々開催 ■地区大会記念ゴルフ大会

日　時　平成24年10月15日（月）　＊雨天決行場　所　大利根カントリークラブ　（全コース貸切）　　　　茨城県坂東市下出島10　Tel. 0297-35-1344　今年度も、地区大会行事の一環として恒例のチャリティーコンペを上記の通り開催致します。　チャリティーへのご理解とともに、会員の皆様との親睦を深めて頂きたく、盛大に開催致します。大変ご多忙とは存じますが、万障お繰り合わせの上ご参加下さい！

●７月２８日には、浦和ロイヤルパインズホテルで
『新世代部門セミナー』が、ヒゲの隊長こと佐藤正
久参議院議員を講師に開かれました。（参加者
185名）

●８月４日には、ラフレさいたまで『米山部門奨学
部門セミナー』が、米山奨学生や大学の指導教官に
も来ていただいて開かれました。（参加者216名）

●そして最後のセミナーは、９月８日午後１
時より上尾市コミュニティーセンターホール
で『奉仕プロジェクト部門合同セミナー』が
開かれます。

●セミナーは、各部門のロータリー情報の最
先端と、清新な気持ちを持って帰れる場です。
１クラブ何名でても料金は一緒ですので、９
月８日の『奉仕プロジェクトセミナー』には
たくさんのご登録をお待ちしています。

●８月１１日には、埼玉県民健康センターで『管理
運営部門セミナー』が開かれ、これからのクラブの
在り方が真剣に議論されました。（参加者179名）

　「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事業の一つとして1970 年
に創立された皆様の資料室です。
  ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約２万３千点を収集・整備し
皆様のご利用に備えております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・
資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。また、
一部資料はホームページでPDFもご利用いただけます。
　クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活
用願います。　以下資料のご紹介を致します。

◎「皇室に学ぶ日本人の底力」
　所 　功　2012　11p （第40回ロータリー研究会）      
◎「新たな国づくりに向けて－東日本大震災を経験して」
　
◎「激動する国際情勢と日本」　
　田久保忠衛　2012　2p 　 （D.2770地区大会）
◎「東日本大震災を経験して」　
　桑原　　茂　2012　2p 　（D.2550地区大会）
◎「自然環境を考える」　
　C.W.ニコル　2012　2p　 （D.2550地区大会）
◎「日本復活、今、日本人の持つべき心は！」　
　金  美　齢　 2012　7p　 （D.2580地区大会）　
◎「キャリア教育の意義と実践」　
　水井　健次　2012　7p　（D.2630地区大会）
◎「支縁社会をつくる」  
　坂東眞理子　2012　16p　（D.2630地区大会）
◎「元米山奨学生として」　
　徐  重　仁　2012　2p　 （D.2550地区大会）
　　　　　　　　　　　　［上記申込先：ロータリー文庫]

■地区大会
　今年度の地区大会は、１１月１７日（土）１８日（日）の２日間、川口総合文化センター『リリア』で開会されます。（１７日の夜の晩餐会は浦和ロイヤルパインズホテル）詳細は、１０月号に掲載しますが、より多くの皆様に参加していただけるプログラムを現在つくっています。

広 報 活 動 川口モーニングRC
広報常任委員長　本多信太郎

熊谷幹事 木戸会長

自クラブの広報に

率先しています。

バナー
駅通路に常時提示

駅助役三村様
熊谷幹事　　木戸会長

本多会員　　　　　　　五十幡エレクト　　　　　
田村PDG　                                      高橋会員

講演より

 

「川口市」は、人口約 56 万人の市です。市民・商業・産業に極めて中
枢となる川口の誇る地下鉄です。
川口モーニングロータリークラブは、自クラブのバナーを掲示　地域
住民は基より多くの人達にロータリー広報を行って行きます。その第
1歩が今回の活動です。

増田　寛也　2012　5p     （D.2710地区大会）    

会員増強維持部門「新会員入会速報」より
●年齢区分　
20代1名・30代3名・40代19名・50代21名・
60代9名・70代1名（20～50代が80％）
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M･P･H（7）

M･P･H（4）

八潮

M･P･H（2）

平成24年8月1日

川口
平成24年7月26日

平成24年7月26日

大宮
平成24年7月31日

中川　高志

大宮南

吉村　雅男
浦和東

平成24年7月30日

八潮
平成24年7月18日

M･P･H（1）

八潮
平成24年7月18日

M･P･H（1）

大宮南
平成24年7月19日

M･P･H（1）

川口
平成24年7月26日

M･P･H（1）

川口
平成24年7月26日

大宮南
平成24年7月19日

大宮
平成24年7月31日 平成24年7月19日

M･P･H（4）

春日部西
平成24年7月25日

M･P･H（4）

春日部西
平成24年7月25日

大宮南
平成24年7月19日平成24年7月30日

M･P･H（4）

戸田西
平成24年7月26日

M･P･H（3）

M･P･H（3）P･H・F

P･H・F

平成24年8月1日

M･P･H（6）

M･P･H（6）

越谷
平成24年7月27日

越谷
平成24年7月27日平成24年7月27日

桃木　俊郎

森　　仁三

金杉　豊

三輪　俊行

田中　祥皓

内田　弘章

神戸　廣通
越谷

渡辺　桂一
八潮

瀬田　秀樹

佐藤　智久

斉藤　博一

澤村　清

北村　透

黒臼　季之

柴田　覚

平成24年7月30日

ベネファクター

越谷南

増田　浩士
川口

山本　啓二

水野　壽
八潮

押目　繁夫

ベネファクター

ベネファクター

平成24年7月26日
戸田西

溝上　西二

岸　　聡

米山功労者メジャードナー（14）

米山功労者メジャードナー（14）

米山功労者メジャードナー（13）

米山功労者メジャードナー（12）

米山功労者メジャードナー（10）

海野　亀男
浦和東

平成24年7月31日

米山功労者メジャードナー（10）

浅野　　仁
大宮

大宮北東
平成24年8月2日

大宮
平成24年7月31日

小野寺　芳彦

星野　秀敏

平成24年7月23日

野口　一雄
蓮田

蓮田
平成24年7月23日

蓮田
平成24年7月23日

深田　博明

越谷
平成24年7月27日

米山功労者マルチプル（7）

米山功労者マルチプル（6）

森　　仁三 鯨岡　文夫

中野　政廣

大宮
平成24年7月31日

八潮
平成24年7月27日

川口
平成24年7月25日

田中　德尚

坂巻　幸次
越谷

平成24年7月27日

M･P･H（5）

飯野　耕司
大宮

平成24年7月31日
川口

平成24年7月26日

M･P･H（2）P･H・F

平成24年7月26日

池沢　勝之
川口

佐藤　陽子

米山功労者マルチプル（9）

米山功労者マルチプル（8）

米山功労者マルチプル（4）

米山功労者マルチプル（4） 米山功労者メジャードナー（20）

蓮田
平成24年7月23日

土橋　藤男
越谷

平成24年7月27日

神戸　廣通

平成24年7月19日

佐藤　　誠
大宮南

蓮田
平成24年7月23日

蓮田
平成24年7月23日

大宮
平成24年7月31日

波多野　勝治

野村　　均

八潮
平成24年8月1日

会田　信男

大竹　敦

川口モーニング
平成24年7月31日

五十幡　健

桐田　直樹
蓮田

平成24年7月25日

米山功労者

川口
平成24年7月26日

武藤　裕

米山功労者

米山功労者

平成24年8月2日

大友　浩嗣
大宮西

大宮北東
平成24年8月2日

池田　哲也

小畑　正勝
鴻巣水曜

平成24年7月26日

八潮
平成24年7月25日

種家　寿雄

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団

米
山
奨
学
会

高橋　秀樹

新 

会 

員

※これらは、編集締切日時点で分かった方の情報です。来月に載る方もいらっしゃいますので、予めご了承ください。

恩田　勇次郎

大口寄付（$73,097.44)

大口寄付（$68,549.11)

大口寄付（$27,000)
平和センター支援冠名基金

大口寄付（$22,430)

越谷
平成24年7月27日

井橋　吉一

大口寄付（$25,625)

大口寄付（$19,000)

坂巻　幸次
越谷

平成24年7月27日

大口寄付（$17,000)

瀧田　大樹郎
越谷

平成24年7月27日

大口寄付（$16,072)

石野　榮一

平成24年7月13日

三國　明
春日部西

平成24年7月25日

大口寄付（$17,800)

大口寄付（$11,100)
ベネファクター

M･P･H（5）

八潮
平成24年7月18日

太田　與理子

M･P･H（5）

江本　尚浩
大宮

平成24年7月31日

田中德兵衛・德尚冠名基金

P･H・F

P･H・F

P･H・F

ベネファクター

三國　明
春日部西

平成24年7月25日

越谷
平成24年7月27日

蓮田
平成24年7月23日

井橋　吉一

米山功労者マルチプル（6）

米山功労者マルチプル（5）

米山功労者マルチプル（2）

米山功労者マルチプル（2）

米山功労者マルチプル（2）

米山功労者マルチプル（8）

米山功労者マルチプル（7）

米山功労者マルチプル（3）

米山功労者マルチプル（2）

米山功労者マルチプル（3）

米山功労者マルチプル（3）

越谷
平成24年7月27日

桃木　俊郎

中川　高志

大宮南
平成24年7月19日

斉藤　博一

大宮西
平成24年7月2日
大宮ソニックシティ㈱
不動産管理、ビルメンテナンス業

戸田
平成24年7月2日
㈱市ヶ谷組
建築請負業

市ヶ谷　久枝

戸田西
平成24年7月19日
(有)小山水道工業所

水道業

小山　正幸

春日部南
平成24年7月18日
前原歯科医院
歯科医

前原　常雄
大宮シティ

平成24年7月25日
㈱清水園
結婚式場

清水　清津里

越谷北
平成24年7月25日
㈱アースコム
機械及び装置

鷹島　綾子
大宮南

平成24年7月31日
久志艪
飲食店

東田　百合

浦和東
平成24年8月2日
時友法律事務所

弁護士

時友　正孝

浦和東
平成24年8月2日
中央アルミ建窓㈱

建築材料

田中　康雄

浦和東
平成24年8月2日

(有)八百オートモービル
自動車修理

八百　武史

川口
平成24年7月26日

NTT東日本　埼玉南営業支店
情報通信

髙橋　昇一

浦和
平成24年7月27日

綜合警備保障㈱埼玉南支社
警備保障

各務　政明

浦和
平成24年7月27日

㈱NTTドコモ埼玉支店
通信事業

田野　弘

大宮南
平成24年7月31日
㈱冠木商店
荒物雑貨卸売商

堀田　敏広
川口モーニング
平成24年8月4日

原島社労行政法務事務所
法律（社会保険労務士、行政書士）

原島　好朗

川口モーニング
平成24年8月4日

MA　FOODS　CONSULTING
サービス（食品総合コンサルティング）

阿部　昌隆
大宮南

平成24年7月31日
㈱LIXIL埼玉支社
住宅設備機器

永渕　秀則

浦和
平成24年7月20日
㈱テレビ埼玉

放送

平本　一郎

浦和
平成24年7月20日

日本生命保険相互会社
生命保険

米川　幸一

八潮
平成24年7月24日
八潮タクシー(有)
旅客運送事業

秋山　康弘

戸田西
平成24年7月19日
(有)平出紙工
印刷・出版･製本

平出　勝

浦和南
平成24年7月10日
㈱プロワーク
ビルメンテナンス

野並　伸行

川口北東
平成24年7月10日
川口相互タクシー㈱

旅客運送業

近藤　　豊

越谷南
平成24年7月5日
三友運送㈱
運送業

白井　裕太

川口東
平成24年7月3日

建築資材

舘野　晃吉

草加松原
平成24年7月3日

松原パートナーズ心臓・血管クリニック
医療サービス

市川　忍　

草加松原
平成24年7月3日

㈱大地コーポレーション
不動産賃貸業

芹澤　一人

桶川
平成24年7月4日

日本生命保険桶川営業部
生命保険

元田　博史　

杉戸中央
平成24年7月12日
㈱埼玉土地
不動産業

折原　正昭

浦和西
平成24年7月17日

公認会計士　垣沼一郎事務所
公認会計士

垣沼　一郎
浦和北東

平成24年7月24日
ソニー生命保険㈱

生命保険

飯田　晃生

大宮南
平成24年7月31日
㈱サイカンシステム

冠婚葬祭業

村川　壽規

浦和ダイヤモンド
平成24年8月8日

関東スタッフ共同組合
総合サービス

大築　陽子

浦和ダイヤモンド
平成24年8月8日

ナチュラルフーズジャパン（株）
青果販売

今井　満

鴻巣水曜
平成24年8月9日

ジブラルタ生命保険㈱
生命保険

寺西　修身

大宮西
平成24年8月6日
㈱ソーケン
広告業(不動産）

福田　和子


	01-24
	02-03
	04-05
	06-07
	08-09
	10-11
	12-13
	14-15
	16-17
	18-19
	20-21
	22-23

